
旭 小 学 校 開 校 式  旭 小 学 校 開 校 式  （ 令 和 8 年 4月6日）（ 令 和 8 年 4月6日）  

生中継・録画中継で
本会議を傍聴できます。
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市長の施政方針を問う！会派代表質問！･････････ P8
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　　　　　　　　10人が質問しました･･････P9〜14
予算特別委員会･････････････････････････P15〜16
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令和8年第2回定例会の予定･････裏表紙

鉾田市議会　中継 検　索

令和8年度予算が
　どのように使われるか
　　チェックしよう！
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令
和
８
年
第
１
回
定
例
会
で
正
副
議
長
を
選
任

議　長
小
お

沼
ぬま

　勝
まさる

副議長
根
ね

嵜
さき

　眞
まこと

議
長
就
任
挨
拶

　
こ
の
た
び
、
令
和
8
年
第
1
回
鉾
田
市
議
会
定
例
会
に
お
き
ま
し
て
、
議
員
の
皆
様
の

ご
推
挙
に
よ
り
、
第
12
代
鉾
田
市
議
会
議
長
に
就
任
い
た
し
ま
し
た
。
身
に
余
る
光
栄
と

深
く
感
謝
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
責
任
の
重
さ
を
痛
感
し
て
お
り
ま
す
。
議
長
と
し
て
、

公
正
か
つ
円
滑
な
議
会
運
営
に
全
力
で
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
本
市
は
、
少
子
高
齢
化
の
進
展
や
地
域
経
済
の
活
性
化
、
防
災
・
減
災
対
策
な
ど
、
多

く
の
課
題
に
直
面
し
て
い
ま
す
。
加
え
て
、
生
活
支
援
の
充
実
や
物
価
高
騰
へ
の
対
応
、

地
域
産
業
の
振
興
と
雇
用
の
確
保
、
未
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
の
教
育
環
境
の
向
上
、
市

民
一
人
ひ
と
り
の
健
康
づ
く
り
や
医
療
体
制
の
充
実
な
ど
、
取
り
組
む
べ
き
重
要
な
課
題

は
多
岐
に
わ
た
り
ま
す
。

　
こ
う
し
た
中
、
市
議
会
が
果
た
す
役
割
は
ま
す
ま
す
重
要
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
議
会

が
市
民
の
皆
様
に
と
っ
て
よ
り
身
近
で
開
か
れ
た
存
在
と
な
る
よ
う
努
め
る
と
と
も
に
、

市
民
の
声
に
真
摯
に
耳
を
傾
け
、
多
様
な
意
見
を
尊
重
し
な
が
ら
、
生
活
支
援
の
強
化
や

地
域
経
済
の
活
性
化
、
教
育
の
充
実
、
健
康
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
に
向
け

た
議
論
を
一
層
深
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
行
政
と
の
健
全
な
緊
張
関
係
を
保
ち
つ
つ
、
地
域
の
発
展
と
市
民
福
祉
の
向
上

に
寄
与
す
る
政
策
の
実
現
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
今
後
と
も
市
民
の
皆
様
の
ご
支
援
と

ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
、
心
よ
り
お
願
い
申
し
上
げ
、
就
任
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

議
長
就
任
挨
拶

議会映像配信をご利用ください

《視聴方法１》 《視聴方法２》

いつでもどこでも開かれた議会へ！

①鉾田市議会を検索 議会中継のページ
に直接アクセスで
きます

③ライブ中継は議会が開始する
までそのままでお待ちくださ
い。録画配信は会議名一覧等
から該当するものをクリック

検 索鉾田市議会

お 知 ら せ

　本会議の様子は、インターネットを使用したライブ中継や録画配信を行っています。
インターネット環境があればいつでもどこでも議会を視聴することができますので、ぜ
ひご活用ください。（録画配信は概ね１週間程度で反映されます）

②ホームページ内「議会中継」
　をクリック



会 計 名 本 年 度 予 算 額 増 減 額 増 減 率
一 般 会 計 258億6,300万円 △9億9,150万円 △3.7％

特別会計
国 民 健 康 保 険 68億4,411万円 △2億4,911万円 △3.5％
後期高齢者医療 9億2,647万円 1億4,739万円 18.9％
介 護 保 険 52億6,120万円 4,237万円 0.8％

企業会計
水 道 事 業 18億6,376万円 △2億3,777万円 △11.3％
下 水 道 事 業 13億2,476万円 2億5,654万円 24.0%

合 計 420億8,330万円 △10億3,208万円 △2.4％

一般会計予算

歳入総額歳入総額
258億6,300万円258億6,300万円

市税
56億1,988万円

総務費総務費
22億979万円22億979万円

民生費民生費
84億3,569万円84億3,569万円

衛生費衛生費
43億4,676万円43億4,676万円

土木費土木費
19億1,414万円19億1,414万円

消防費消防費
12億5,541万円12億5,541万円

教育費教育費
36億5,710万円36億5,710万円

公債費公債費
23億7,884万円23億7,884万円

自主財源自主財源
38.35％38.35％

依存財源依存財源
61.65％61.65％

繰入金
16億4,405万円

地方交付税
69億4,000万円

※予算額は四捨五入により記載しているため、合計等が一致していない場合があります。

令和8年度 一般会計当初予算は258億6,300万円

予算書はこちら

歳出総額歳出総額
258億6,300万円258億6,300万円

農林水産業費農林水産業費
7億4,081万円7億4,081万円

商工費商工費
5億6,840万円5億6,840万円

その他
諸支出金　1億6,292万円
予備費　　　  2,000万円
など　　計1億8,293万円

その他（寄附金、使用料
及び手数料など）
24億5,527万円

繰越金
2億円

その他（地方譲与税、
法人事業税交付金など）

6億2,238万円

  県支出金
16億9,919万円

地方消費税交付金
12億2,300万円

市債
14億5,080万円

国庫支出金
40億842万円

議会費議会費
1億7,314万円1億7,314万円
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私たちの税金がどのような事業
に使われるのかチェックしよう！

　前計画の「公共施設の集約化・複合化のあり　前計画の「公共施設の集約化・複合化のあり
方」、「建設候補地」、「規模」、「事業費」などを方」、「建設候補地」、「規模」、「事業費」などを
中心に見直しを図り、新庁舎及び公共施設の中心に見直しを図り、新庁舎及び公共施設の
再編整備を進めます。再編整備を進めます。

　市民の移動手段の　市民の移動手段の
確保と利便性向上、確保と利便性向上、
大洗鹿島線の安全輸大洗鹿島線の安全輸
送確保を図ります。送確保を図ります。

　申告相談の混雑緩和と安全確保のため、　申告相談の混雑緩和と安全確保のため、
Webや電話での事前予約制を導入します。来Webや電話での事前予約制を導入します。来
場者数を調整し、待ち時間を短縮するととも場者数を調整し、待ち時間を短縮するととも
に、相談業務の効率化を図ります。に、相談業務の効率化を図ります。

　不妊治療や産後ケア等の支援を継続し、新たに保険　不妊治療や産後ケア等の支援を継続し、新たに保険
適用外の先進医療費の一部を助成します。また、小中適用外の先進医療費の一部を助成します。また、小中
学生を対象に、将来の健康やライフプランを考える「プレ学生を対象に、将来の健康やライフプランを考える「プレ
コンセプションケア」の講話を実施し、啓発に努めます。コンセプションケア」の講話を実施し、啓発に努めます。

　閉校した小学校の跡地について、市の課題解決や地域活　閉校した小学校の跡地について、市の課題解決や地域活
性化のため、民間事業者から利活用案を公募します。また、性化のため、民間事業者から利活用案を公募します。また、
旧舟木小・旧諏訪小の体育館および旧鉾田小の跡地につい旧舟木小・旧諏訪小の体育館および旧鉾田小の跡地につい
ても、維持管理を行いながら有効な活用策を検討します。ても、維持管理を行いながら有効な活用策を検討します。

・基本構想の策定・基本構想の策定
・市民説明会等の開催・市民説明会等の開催
・各種情報発信・各種情報発信

・�市外限定デジタルタクシー利用助成事業(利・�市外限定デジタルタクシー利用助成事業(利
用日・時間の拡充、利用できる行先の拡充：用日・時間の拡充、利用できる行先の拡充：
市外歯科診療所、市外の交通結節点を追加)市外歯科診療所、市外の交通結節点を追加)

・�申告相談受付における事前予約制（事前予約・�申告相談受付における事前予約制（事前予約
システム・専用コールセンター）の導入システム・専用コールセンター）の導入
・申告相談業務を担う派遣職員の増員・申告相談業務を担う派遣職員の増員

・�医療保険が適用される生殖補助医療と併せて実
施する先進医療に要する費用の一部を助成
・�不妊治療に係る治療費助成、妊よう性温存療法費助成
・�プレコンセプションケア
・産後ケア事業の実施

・�学校跡地の事業提案型一般公募の実施(旭地区・鉾田地区)・�学校跡地の事業提案型一般公募の実施(旭地区・鉾田地区)
・�大洋地区等の学校跡地について、校舎等解体後の利活用・�大洋地区等の学校跡地について、校舎等解体後の利活用
方法の検討。方法の検討。
・�旧舟木小学校、旧諏訪小学校の体育館及び旧鉾田小学校・�旧舟木小学校、旧諏訪小学校の体育館及び旧鉾田小学校
跡地の維持管理跡地の維持管理

【目的及び概要】

【目的及び概要】

【目的及び概要】 【目的及び概要】

【目的及び概要】

【主な実施内容】

【主な実施内容】

【主な実施内容】
【主な実施内容】

【主な実施内容】

令和8年度歳入歳出予算　  主な事業をピックアップ
庁舎・公共施設再編整備事業

公共交通対策事業

市県民税申告相談事務事業 産前産後サポート事業

学校跡地利活用事業

491万円

8,495万円

1,053万円 526万円

1,013万円

予算額

予算額

予算額 予算額

予算額

※予算額は四捨五入により記載しています。

　防犯環境の維持を図るため、老朽化した防犯灯の修繕を重点　防犯環境の維持を図るため、老朽化した防犯灯の修繕を重点
的に行い、自治会等の防犯カメラ設置費用を補助します。また、的に行い、自治会等の防犯カメラ設置費用を補助します。また、
犯罪被害にあわれた方に対し、被害にあったことで生じる経済犯罪被害にあわれた方に対し、被害にあったことで生じる経済
的負担を軽減するため、見舞金を支給する制度を創設します。 的負担を軽減するため、見舞金を支給する制度を創設します。 

・�犯罪被害者等見舞金(遺族見舞金300,000円、重傷病・�犯罪被害者等見舞金(遺族見舞金300,000円、重傷病
見舞金100,000円)見舞金100,000円)
・防犯灯の更新等：70基・防犯灯の更新等：70基
・�防犯カメラ補助金　補助金額は対象経費の２分の１の・�防犯カメラ補助金　補助金額は対象経費の２分の１の
額とし、100,000円を上限とする。(同一の行政区等に額とし、100,000円を上限とする。(同一の行政区等に
対する補助金の交付は１年度につき１回限り)対する補助金の交付は１年度につき１回限り)

【目的及び概要】

【主な実施内容】

安全で安心なまちづくり推進事業

3,115万円予算額
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　エネルギー価格高騰への対策として、家庭の　エネルギー価格高騰への対策として、家庭の
負担軽減と脱炭素化を進めるため、省エネ性負担軽減と脱炭素化を進めるため、省エネ性
能に優れたエアコンへの買い換え費用を支援し能に優れたエアコンへの買い換え費用を支援し
ます。これにより、光熱費の削減と温室効果ます。これにより、光熱費の削減と温室効果
ガスの排出抑制を同時に図ります。ガスの排出抑制を同時に図ります。

　日本有数の産地を今後も維持・発展させる　日本有数の産地を今後も維持・発展させる
ため、今後の地域の担い手となる新規就農者ため、今後の地域の担い手となる新規就農者
の負担を軽減するとともに経営の安定化・栽培の負担を軽減するとともに経営の安定化・栽培
技術についてサポートする。技術についてサポートする。

　物価高騰の影響を受けている世帯や事業者　物価高騰の影響を受けている世帯や事業者
を支援するため、水道基本料金等の減免を実を支援するため、水道基本料金等の減免を実
施します。家計や経営の負担を軽減すること施します。家計や経営の負担を軽減すること
で、地域における消費活動を下支えし、市民で、地域における消費活動を下支えし、市民
生活の安定と経済の活性化を図ります。生活の安定と経済の活性化を図ります。

　非常勤講師による個別の学習支援や、専門家による心　非常勤講師による個別の学習支援や、専門家による心
のケアを継続します。また、不登校支援としてすずらんのケアを継続します。また、不登校支援としてすずらん
ルーム及び大洋中学校のフリースクールに加え、令和8ルーム及び大洋中学校のフリースクールに加え、令和8
年度からは旭中学校・鉾田北中学校・鉾田南中学校にも年度からは旭中学校・鉾田北中学校・鉾田南中学校にも
校内フリースクールを設置し、支援体制を強化します。校内フリースクールを設置し、支援体制を強化します。

　全ての生徒が、スポーツ・文化芸術活動に親しむ　全ての生徒が、スポーツ・文化芸術活動に親しむ
機会を確保するため、「鉾田市地域クラブ」を設置機会を確保するため、「鉾田市地域クラブ」を設置
し、持続可能で多様な地域スポーツ・文化芸術活動し、持続可能で多様な地域スポーツ・文化芸術活動
の環境を整えます。の環境を整えます。

　飲用に適さない井戸水を利用しており、かつ　飲用に適さない井戸水を利用しており、かつ
上水道の整備が難しい地域の住民を対象に、上水道の整備が難しい地域の住民を対象に、
浄水器の購入費用を補助します。これにより、浄水器の購入費用を補助します。これにより、
安心・安全な飲み水を確保できる環境を整え、安心・安全な飲み水を確保できる環境を整え、
健康の維持を図ります。 健康の維持を図ります。 

省エネエアコンへの買換えの補助省エネエアコンへの買換えの補助
市 内 購 入  市 内 購 入  対象経費の2分の1　上限100,000円対象経費の2分の1　上限100,000円
市外（県内）購入市外（県内）購入    対象経費の3分の1　上限100,000円対象経費の3分の1　上限100,000円

メロン新規就農支援事業補助金(新規就農者メロン新規就農支援事業補助金(新規就農者
研修費、新規就農者指導農家支援を助成)研修費、新規就農者指導農家支援を助成)
経営開始資金事業(新たに経営を開始する者に経営開始資金事業(新たに経営を開始する者に
対して資金を助成)対して資金を助成)

市内全ての水道利用者（公的機関は除く）の水道基本市内全ての水道利用者（公的機関は除く）の水道基本
料金等（メーター使用料含む）を3か月分減免する。料金等（メーター使用料含む）を3か月分減免する。
【減免期間　R8年8月～10月（R8年6月～8月使用分）】【減免期間　R8年8月～10月（R8年6月～8月使用分）】

校内フリースクールの設置及び相談員、支援員の配置・校内フリースクールの設置及び相談員、支援員の配置・
学力向上支援非常勤講師の配置・すずらんルーム講師及学力向上支援非常勤講師の配置・すずらんルーム講師及
び相談員の配置 ・ハイパーQUテストの実施（小学5～ 6び相談員の配置 ・ハイパーQUテストの実施（小学5～ 6
年生、中学1～2年生） ・スクールカウンセラー及びスクー年生、中学1～2年生） ・スクールカウンセラー及びスクー
ルソーシャルワーカーの派遣ルソーシャルワーカーの派遣

市教育委員会が運営する「鉾田市地域クラブ」 　市教育委員会が運営する「鉾田市地域クラブ」 　
活  動  日：休日（土日のいずれか１日 ３時間以内） 　活  動  日：休日（土日のいずれか１日 ３時間以内） 　
活動場所：市内小中学校施設または、市内公共施設 　活動場所：市内小中学校施設または、市内公共施設 　
種　　目：17種目種　　目：17種目（既存の学校部活動の種目及びスポーツクライミング）（既存の学校部活動の種目及びスポーツクライミング）
対  象  者：市内の中学校に通学する生徒 　対  象  者：市内の中学校に通学する生徒 　
指 導 者：指 導 者：参加を希望する教職員、部活動指導員、地域の指導者、保護者等参加を希望する教職員、部活動指導員、地域の指導者、保護者等

・浄水器補助支援・浄水器補助支援
　補助率２分の１　上限100,000円　補助率２分の１　上限100,000円

【目的及び概要】

【目的及び概要】

【目的及び概要】

【目的及び概要】

【目的及び概要】

【目的及び概要】

【主な実施内容】

【主な実施内容】

【主な実施内容】

【主な実施内容】

【主な実施内容】

【主な実施内容】

令和8年度歳入歳出予算　  主な事業をピックアップ
省エネエアコン買換促進事業

新規就農者育成総合対策事業

水道基本料金等減免事業

のびのび児童生徒推進事業

地域クラブ活動推進事業

安心・安全な飲用水確保対策事業

5,428万円

1,044万円

8,680万円

6,530万円

1,259万円

728万円予算額

予算額

予算額

予算額

予算額

予算額
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○：議案等に対して賛成　　●：議案等に対して反対　　退：退席　　欠：欠席　　除：除斥

３
月
２
日（
月
）本
会
議

・開
会

・会
議
録
署
名
議
員
の
指
名

・会
期
の
決
定

・副
議
長
選
挙

・諸
般
の
報
告

・施
政
方
針
並
び
に
市
長
提
出
議
案
の
説
明

 （
議
案
第
１
号
か
ら
第
28
号
）　　
　

３
月
４
日（
水
）本
会
議

・動
議

・会
派
代
表
者
質
問

・一
般
質
問

３
月
５
日（
木
）本
会
議

・一
般
質
問

・議
案
第
７
号
、
第
８
号
、
第
18
号
、
第
24
号
～
26
号

 

質
疑
、
委
員
会
付
託

３
月
６
日（
金
）総
務
企
画
常
任
委
員
会

３
月
９
日（
月
）厚
生
文
教
常
任
委
員
会

経
済
建
設
常
任
委
員
会

３
月
11
日（
水
）本
会
議

・議
案
第
７
号
、
第
８
号
、
第
18
号
、
第
24
号
～
第
26
号

 

委
員
長
報
告・質
疑・討
論・採
決

・議
案
第
９
号
～
第
第
17
号
質
疑・討
論・採
決

・議
議
案
第
１
号 

提
案
説
明・質
疑・討
論・採
決

・議
案
第
19
号
質
疑・討
論・採
決

・議
案
第
20
号
～
第
23
号 

質
疑・討
論・採
決

・議
案
第
27
号
～
第
28
号 

質
疑・討
論・採
決

３
月
12
日（
木
） ・議
案
第
１
号
か
ら
第
６
号 

質
疑

・予
算
特
別
委
員
会
設
置

３
月
13
日（
金
）予
算
特
別
委
員
会（
総
務
企
画
分
科
会
）

３
月
16
日（
月
）予
算
特
別
委
員
会（
経
済
建
設
分
科
会
）

３
月
17
日（
火
）予
算
特
別
委
員
会（
厚
生
文
教
分
科
会
）

３
月
23
日（
月
）予
算
特
別
委
員
会（
全
体
会
）、
厚
生
文
教
常
任
委
員
会

３
月
25
日（
水
）本
会
議

・議
案
第
１
号
か
ら
第
６
号
委
員
長
報
告・討
論・採
決

・議
案
第
29
号 

市
長
提
出
議
案
説
明・質
疑・討
論・採
決

・委
員
長
報
告

・鹿
行
広
域
事
務
組
合
議
会
議
員
の
選
挙

・議
長
選
挙 

・議
会
改
革
に
関
す
る
調
査
特
別
委
員
会
の
委
員
の
選
任

・閉
会

令
和
８
年
第
１
回
定
例
会

主 な 日 程

会
議
名

議員名

議案等

関
根
正
史

久
保
田
豊

土
子
勝
也

羽
成
洋
一

鬼
澤
治
男

髙
埜
栄
治

亀
山
　

彰

小
沼
　

勝

根
嵜
　

眞

水
上 

美
智
子

入
江
　

晃

岩
間
勝
栄

米
川
宗
司

山
口
　

德

田
口
清
一

堀
田
正
衛

高
野
　

衛

討 論
採
決
結
果

※ 議 案 等
　 について

賛 成 反 対

第
１
回
定
例
会

第2号
令和８年度 鉾田市国
民健康保険特別会計
予算

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議

長

は

採

決

に

加

わ

り

ま

せ

ん

○ ○ ○ ○ ○ ● 小沼 高野 可
決

第3号
令和８年度 鉾田市後
期高齢者医療特別会
計予算

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● 髙埜 高野 可
決

第4号 令和８年度 鉾田市介
護保険特別会計予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● 久保田 高野 可

決

第13号 鉾田市介護保険条例
の一部改正について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● 久保田 高野 可

決

第14号
鉾田市国民健康保険
税条例の一部改正に
ついて

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● 久保田 高野 可
決

第18号 鉾田市敬老祝金条例
の廃止について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● 根嵜 高野 可

決



令
和
８
年
第
１
回
定
例
会　

概
要　

／　

提
出
さ
れ
た
議
案
と
審
議
結
果

全会⼀致で可決した議案等

77

会議名 議　　　案　　　等

第　

１　

回　

定　

例　

会

第１号 令和８年度 鉾田市一般会計予算

第５号 令和８年度 鉾田市水道事業会計予算

第６号 令和８年度 鉾田市下水道事業会計予算

第７号 鉾田市犯罪被害者等支援条例の制定について

第８号 鉾田市特定乳児等通園支援事業の運営に関する基準を定める条例の制定について

第９号 鉾田市部等設置条例の一部改正について

第10号 鉾田市行政手続条例の一部改正について

第11号 鉾田市人事行政の運営等の状況の公表に関する条例の一部改正について

第12号 鉾田市手数料徴収条例の一部改正について

第15号 鉾田市医療福祉費支給に関する条例の一部改正について

第16号 鉾田市乳児等通園支援事業の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部改正について

第17号 鉾田市立学校設置条例の一部改正について

第19号 損害賠償の額の決定及び和解について

第20号 令和７年度鉾田市一般会計補正予算 （第１４号）

第21号 令和７年度鉾田市介護保険特別会計補正予算 （第３号）

第22号 令和７年度鉾田市水道事業会計補正予算 （第２号）

第23号 令和７年度鉾田市下水道事業会計補正予算 （第１号）

第24号 鉾田市公の施設の指定管理者の指定について

第25号 辺地に係る公共的施設の総合整備計画の策定について

第26号 鉾田市まちづくり計画の変更について

第27号 人権擁護委員の推薦について

第28号 人権擁護委員の推薦について

第29号 鉾田市副市長の選任について （小沼 喜勝氏）

議議案第１号 鉾田市議会委員会条例の一部改正について

　
令
和
８
年
第
１
回
定
例
会
は
、
３
月
２
日
か
ら
３

月
25
日
ま
で
の
24
日
間
の
会
期
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　
議
案
は
、
令
和
８
年
度
の
施
政
方
針
並
び
に
各
会

計
予
算
な
ど
29
件
が
提
出
さ
れ
、
議
員
か
ら
１
件
の

議
案
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

　
一
般
質
問
で
は
、
10
人
の
議
員
か
ら
通
告
が
あ
り
、

農
業
政
策
、
水
道
水
の
濁
り
水
発
生
、
認
定
こ
ど
も

園
の
段
階
的
整
備
、
鹿
島
灘
海
浜
公
園
の
利
活
用
、

新
庁
舎
建
設
候
補
地
、
百
里
基
地
へ
の
長
距
離
射
程

ミ
サ
イ
ル
配
備
計
画
の
撤
回
な
ど
に
つ
い
て
質
問
を

し
ま
し
た
。
ま
た
、
鉾
田
新
風
会
、
公
明
党
鉾
田
市

議
団
が
会
派
代
表
者
質
問
を
行
い
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
☞
Ｐ
８
～
Ｐ
14
）

　
総
務
企
画
常
任
委
員
会
で
は
、「
鉾
田
市
犯
罪
被
害

者
等
支
援
条
例
の
制
定
に
つ
い
て
」
な
ど
3
つ
の
付

託
議
案
審
査
の
ほ
か
「
教
育
大
綱
に
つ
い
て
」
な
ど
所

管
事
務
調
査
を
行
い
ま
し
た
。
経
済
建
設
常
任
委
員

会
で
は
、 「
旭
区
域
に
お
け
る
水
道
水
濁
り
の
発
生
」、

「
鹿
島
灘
海
浜
公
園
拠
点
化
事
業
」
な
ど
所
管
事
務
調

査
を
行
い
ま
し
た
。
厚
生
文
教
常
任
委
員
会
で
は「
鉾

田
市
敬
老
祝
金
条
例
の
廃
止
に
つ
い
て
」
な
ど
3
つ

の
付
託
議
案
審
査
の
ほ
か
「
給
食
費
の
値
上
げ
に
つ

い
て
」
な
ど
所
管
事
務
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

　
今
定
例
会
で
提
出
さ
れ
た
議
案
は
す
べ
て
可
決
さ

れ
ま
し
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　

 （
☞
Ｐ
6
・
7
）

　
ま
た
、議
員
か
ら
提
出
さ
れ
た
議
議
案
第
１
号
「
鉾

田
市
議
会
基
本
条
例
の
一
部
改
正
」
は
全
会
一
致
で

可
決
さ
れ
ま
し
た
。　
　
　
　
　
　
　
　

 （
☞
Ｐ
７
）

概 　 　 要

市長提出議案

概要はこちら

選
挙 

鹿
行
広
域
事
務
組
合
議
会
議
員

　
　
　
　
（
当
選
人
）　
亀
山
　
彰
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市
長
の
施
政
方
針
を
問
う
！
会
派
代
表
質
問
！　

鉾
田
新
風
会　

羽
成 

洋
一
議
員　

／　

公
明
党
鉾
田
市
議
団　

水
上 

美
智
子
議
員

市長の施政方針を問う！会派代表質問！市長の施政方針を問う！会派代表質問！
将来を見据えた市政運営と市民生活の支援について

安心の子育て環境について

部
活
動
の
地
域
展
開

部
活
動
の
地
域
展
開

に
向
け
た
「
鉾
田
市
地

に
向
け
た
「
鉾
田
市
地

域
ク
ラ
ブ
」
の
設
置
は
、
指
導

域
ク
ラ
ブ
」
の
設
置
は
、
指
導

者
の
確
保
や
運
営
面
で
ハ
ー

者
の
確
保
や
運
営
面
で
ハ
ー

ド
ル
が
高
い
と
思
わ
れ
る
。

ド
ル
が
高
い
と
思
わ
れ
る
。

令
和
８
年
４
月
の
設
置
に
向

令
和
８
年
４
月
の
設
置
に
向

け
た
具
体
的
な
構
想
と
ス
ケ

け
た
具
体
的
な
構
想
と
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
を
伺
う
。

ジ
ュ
ー
ル
を
伺
う
。

【
教
育
部
長
】国
の
ガ
イ

【
教
育
部
長
】国
の
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
に
基
づ
き
、

ド
ラ
イ
ン
に
基
づ
き
、

令
和
８
年
４
月
の
設
置
に
向
け

令
和
８
年
４
月
の
設
置
に
向
け

て
準
備
を
進
め
て
い
る
。
鉾
田

て
準
備
を
進
め
て
い
る
。
鉾
田

市
地
域
ク
ラ
ブ
の
活
動
は
今
後

市
地
域
ク
ラ
ブ
の
活
動
は
今
後

３
段
階
で
進
め
る
計
画
だ
。

３
段
階
で
進
め
る
計
画
だ
。

第
１
段
階
：

第
１
段
階
：  

令
和
８
年
４
月
か

令
和
８
年
４
月
か

ら
土
日
に
限
定
し
て
地
域
ク
ラ

ら
土
日
に
限
定
し
て
地
域
ク
ラ

ブ
を
設
置
。
指
導
者
等
の
条
件

ブ
を
設
置
。
指
導
者
等
の
条
件

が
整
っ
た
種
目
か
ら
順
次
開
始

が
整
っ
た
種
目
か
ら
順
次
開
始

し
、
月
１
回
ま
で
部
と
し
て
大

し
、
月
１
回
ま
で
部
と
し
て
大

会
に
参
加
で
き
る
よ
う
に
す
る
。

会
に
参
加
で
き
る
よ
う
に
す
る
。

第
２
段
階
：

第
２
段
階
：  

土
日
の
練
習
に
加

土
日
の
練
習
に
加

え
、
地
域
ク
ラ
ブ
と
し
て
日
本

え
、
地
域
ク
ラ
ブ
と
し
て
日
本

中
学
校
体
育
連
盟
以
外
の
大
会

中
学
校
体
育
連
盟
以
外
の
大
会

や
練
習
試
合
へ
も
参
加
す
る
。

や
練
習
試
合
へ
も
参
加
す
る
。

第
３
段
階
：

第
３
段
階
：  

休
日
・
平
日
を

休
日
・
平
日
を

含
め
た
全
て
の
活
動
を
地
域

含
め
た
全
て
の
活
動
を
地
域

ク
ラ
ブ
へ
移
行
す
る
こ
と
を

ク
ラ
ブ
へ
移
行
す
る
こ
と
を

目
指
す
。

目
指
す
。

指
導
者
の
確
保
や

指
導
者
の
確
保
や

安
全
管
理
、
保
護

安
全
管
理
、
保
護

者
の
負
担
軽
減
、
学
校
と
の

者
の
負
担
軽
減
、
学
校
と
の

連
携
な
ど
、
解
決
す
べ
き
課

連
携
な
ど
、
解
決
す
べ
き
課

題
は
山
積
し
て
い
る
。
本
事

題
は
山
積
し
て
い
る
。
本
事

業
が
円
滑
に
、
か
つ
子
ど
も

業
が
円
滑
に
、
か
つ
子
ど
も

た
ち
が
安
心
し
て
活
動
で
き

た
ち
が
安
心
し
て
活
動
で
き

る
よ
う
、
万
全
の
体
制
で
取

る
よ
う
、
万
全
の
体
制
で
取

り
組
ん
で
い
た
だ
き
た
い
。

り
組
ん
で
い
た
だ
き
た
い
。

施
政
方
針
に
あ
る
「
中

施
政
方
針
に
あ
る
「
中

学
校
の
在
り
方
の
検

学
校
の
在
り
方
の
検

討
」
に
つ
い
て
、
統
合
も
視
野

討
」
に
つ
い
て
、
統
合
も
視
野

に
入
れ
て
い
る
の
か
。
生
徒

に
入
れ
て
い
る
の
か
。
生
徒

数
の
減
少
が
深
刻
な
中
、
市

数
の
減
少
が
深
刻
な
中
、
市

長
の
思
い
を
伺
う
。

長
の
思
い
を
伺
う
。

【
市
長
】
生
徒
数
の
減

【
市
長
】
生
徒
数
の
減

少
は
想
像
以
上
に
速

少
は
想
像
以
上
に
速

く
、
各
校
で
１
年
生
が
１
ク

く
、
各
校
で
１
年
生
が
１
ク

ラ
ス
に
な
る
な
ど
深
刻
な
状
況

ラ
ス
に
な
る
な
ど
深
刻
な
状
況

だ
。
今
後
、有
識
者
や
保
護
者
、

だ
。
今
後
、有
識
者
や
保
護
者
、

地
域
代
表
か
ら
成
る
検
討
委
員

地
域
代
表
か
ら
成
る
検
討
委
員

会
を
組
織
し
、
学
校
の
統
合
や

会
を
組
織
し
、
学
校
の
統
合
や

義
務
教
育
学
校
化
も
視
野
に
入

義
務
教
育
学
校
化
も
視
野
に
入

れ
、
地
域
の
特
性
を
生
か
し
た

れ
、
地
域
の
特
性
を
生
か
し
た

学
校
教
育
の
在
り
方
を
検
討
し

学
校
教
育
の
在
り
方
を
検
討
し

て
い
く
。
変
化
を
恐
れ
ず
、
強

て
い
く
。
変
化
を
恐
れ
ず
、
強

い
信
念
で
学
校
再
編
を
訴
え
て

い
信
念
で
学
校
再
編
を
訴
え
て

い
き
た
い
。

い
き
た
い
。学

校
の
再
編
は
教

学
校
の
再
編
は
教

育
の
質
だ
け
で
な

育
の
質
だ
け
で
な

く
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に

く
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に

も
多
大
な
影
響
を
与
え
る
喫

も
多
大
な
影
響
を
与
え
る
喫

緊
の
課
題
で
あ
る
。
市
長
が

緊
の
課
題
で
あ
る
。
市
長
が

掲
げ
た
「
変
化
を
恐
れ
ず
挑
戦

掲
げ
た
「
変
化
を
恐
れ
ず
挑
戦

す
る
」
と
い
う
力
強
い
言
葉
を

す
る
」
と
い
う
力
強
い
言
葉
を

受
け
、
持
続
可
能
な
ま
ち
づ

受
け
、
持
続
可
能
な
ま
ち
づ

く
り
の
た
め
、
市
民
の
安
心
・

く
り
の
た
め
、
市
民
の
安
心
・

安
全
を
第
一
に
、
ト
ッ
プ
リ
ー

安
全
を
第
一
に
、
ト
ッ
プ
リ
ー

ダ
ー
と
し
て
の
手
腕
を
期
待

ダ
ー
と
し
て
の
手
腕
を
期
待

す
る
。

す
る
。

  

老
朽
化
が
進
む
現
庁
舎
の

老
朽
化
が
進
む
現
庁
舎
の

安
全
性
や
機
能
面
、
職
員

安
全
性
や
機
能
面
、
職
員

の
労
働
環
境
を
考
慮
す
れ
ば
、
新
庁

の
労
働
環
境
を
考
慮
す
れ
ば
、
新
庁

舎
整
備
は
避
け
て
通
れ
な
い
課
題
で

舎
整
備
は
避
け
て
通
れ
な
い
課
題
で

あ
る
。
市
長
が
掲
げ
る「
必
ず
実
現
す

あ
る
。
市
長
が
掲
げ
る「
必
ず
実
現
す

る
」
と
い
う
決
意
の
背
景
と
、
今
後
の

る
」
と
い
う
決
意
の
背
景
と
、
今
後
の

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
や
課
題
を
伺
う
。

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
や
課
題
を
伺
う
。

【
市
長
】
行
政
運
営
と
市
民

【
市
長
】
行
政
運
営
と
市
民

サ
ー
ビ
ス
を
将
来
に
わ
た

サ
ー
ビ
ス
を
将
来
に
わ
た

り
安
定
的
に
提
供
す
る
た
め
、
庁
舎

り
安
定
的
に
提
供
す
る
た
め
、
庁
舎

建
設
は
必
須
で
あ
る
。
合
併
特
例

建
設
は
必
須
で
あ
る
。
合
併
特
例

債
の
活
用
期
限
も
考
慮
し
、
ス
ピ
ー

債
の
活
用
期
限
も
考
慮
し
、
ス
ピ
ー

ド
感
を
最
重
視
し
て
推
進
す
る
。
多

ド
感
を
最
重
視
し
て
推
進
す
る
。
多

額
の
財
政
負
担
を
伴
う
事
業
で
あ

額
の
財
政
負
担
を
伴
う
事
業
で
あ

る
た
め
、
人
口
減
少
を
見
据
え
て
見

る
た
め
、
人
口
減
少
を
見
据
え
て
見

直
す
べ
き
点
は
見
直
し
、
将
来
世
代

直
す
べ
き
点
は
見
直
し
、
将
来
世
代

へ
の
責
任
を
常
に
意
識
し
な
け
れ
ば

へ
の
責
任
を
常
に
意
識
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。【
政
策
企
画
部
長
】ス
ケ

な
ら
な
い
。【
政
策
企
画
部
長
】ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
に
つ
い
て
は
、
４
月
末
を

ジ
ュ
ー
ル
に
つ
い
て
は
、
４
月
末
を

め
ど
に
基
本
構
想
の
骨
格
を
策
定

め
ど
に
基
本
構
想
の
骨
格
を
策
定

し
、
市
民
や
議
員
へ
の
丁
寧
な
説
明

し
、
市
民
や
議
員
へ
の
丁
寧
な
説
明

と
意
見
交
換
を
行
う
。
そ
の
後
、
７

と
意
見
交
換
を
行
う
。
そ
の
後
、
７

月
に
素
案
を
作
成
し
、
９
月
ま
で
の

月
に
素
案
を
作
成
し
、
９
月
ま
で
の

決
定
を
目
指
す
。

決
定
を
目
指
す
。

庁
舎
建
設
の
必
要
性

庁
舎
建
設
の
必
要
性

を
強
く
認
識
し
て
い

を
強
く
認
識
し
て
い

る
。
合
併
特
例
債
の
件
も
含
め
、
示

る
。
合
併
特
例
債
の
件
も
含
め
、
示

さ
れ
た
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
基
づ
き
、

さ
れ
た
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
基
づ
き
、

新
た
に
ス
ピ
ー
ド
感
を
持
っ
て
取
り

新
た
に
ス
ピ
ー
ド
感
を
持
っ
て
取
り

組
む
こ
と
を
強
く
要
望
す
る
。

組
む
こ
と
を
強
く
要
望
す
る
。

施
政
方
針
に
あ
る
「
既
存

施
政
方
針
に
あ
る
「
既
存

の
仕
組
み
の
見
直
し
」
に

の
仕
組
み
の
見
直
し
」
に

つ
い
て
、
受
益
者
負
担
や
補
助
金

つ
い
て
、
受
益
者
負
担
や
補
助
金

制
度
、
関
係
団
体
の
在
り
方
を
ど

制
度
、
関
係
団
体
の
在
り
方
を
ど

う
変
え
て
い
く
の
か
、
市
長
の
考

う
変
え
て
い
く
の
か
、
市
長
の
考

え
を
問
う
。

え
を
問
う
。

【
市
長
】
こ
れ
ま
で
の
積
み

【
市
長
】
こ
れ
ま
で
の
積
み

上
げ
を
否
定
す
る
の
で
は

上
げ
を
否
定
す
る
の
で
は

な
く
、
人
口
減
少
を
見
据
え
て
「
変

な
く
、
人
口
減
少
を
見
据
え
て
「
変

え
る
べ
き
も
の
は
変
え
る
」
と
い
う

え
る
べ
き
も
の
は
変
え
る
」
と
い
う

方
針
だ
。
例
え
ば
各
種
団
体
へ
の
支

方
針
だ
。
例
え
ば
各
種
団
体
へ
の
支

援
も
、
社
会
情
勢
や
市
民
ニ
ー
ズ
の

援
も
、
社
会
情
勢
や
市
民
ニ
ー
ズ
の

変
化
に
合
わ
せ
、
役
割
や
運
営
を

変
化
に
合
わ
せ
、
役
割
や
運
営
を

見
直
す
時
期
に
あ
る
。
行
政
の
関

見
直
す
時
期
に
あ
る
。
行
政
の
関

与
と
団
体
の
自
主
性
の
範
囲
を
整

与
と
団
体
の
自
主
性
の
範
囲
を
整

理
し
、
補
助
金
に
頼
り
切
ら
ず
自

理
し
、
補
助
金
に
頼
り
切
ら
ず
自

立
・
主
体
的
に
活
動
で
き
る
環
境
づ

立
・
主
体
的
に
活
動
で
き
る
環
境
づ

く
り
を
目
指
す
。

く
り
を
目
指
す
。

既
存
事
業
に
つ
い
て

既
存
事
業
に
つ
い
て

は
、
年
度
ご
と
の
検

は
、
年
度
ご
と
の
検

証
を
行
う

証
を
行
う  

Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
を

Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
を

徹
底
す
べ
き
だ
。
検
証
の
結
果
、

徹
底
す
べ
き
だ
。
検
証
の
結
果
、

不
要
と
判
断
し
た
も
の
は
廃
止
す

不
要
と
判
断
し
た
も
の
は
廃
止
す

る
な
ど
の
適
正
な
管
理
を
求
め
る
。

る
な
ど
の
適
正
な
管
理
を
求
め
る
。

水
道
基
本
料
金
の
減
免
や

水
道
基
本
料
金
の
減
免
や

省
エ
ネ
エ
ア
コ
ン
の
買
換

省
エ
ネ
エ
ア
コ
ン
の
買
換

え
支
援
、
通
学
費
支
援
な
ど
の
施

え
支
援
、
通
学
費
支
援
な
ど
の
施

策
を
通
じ
て
、
市
民
に
ど
の
よ
う

策
を
通
じ
て
、
市
民
に
ど
の
よ
う

な
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
届
け
た
い
の
か
、

な
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
届
け
た
い
の
か
、

市
長
の
思
い
を
伺
う
。

市
長
の
思
い
を
伺
う
。

【
市
長
】
物
価
高
騰
へ
の
不

【
市
長
】
物
価
高
騰
へ
の
不

安
に
対
し
、「
市
民
生
活

安
に
対
し
、「
市
民
生
活

フ
ァ
ー
ス
ト
」
の
思
い
を
込
め
て
家

フ
ァ
ー
ス
ト
」
の
思
い
を
込
め
て
家

計
に
直
結
す
る
支
援
策
を
盛
り
込

計
に
直
結
す
る
支
援
策
を
盛
り
込

ん
だ
。
こ
れ
ら
は
非
常
に
市
民
ニ
ー

ん
だ
。
こ
れ
ら
は
非
常
に
市
民
ニ
ー

ズ
が
高
い
も
の
と
認
識
し
て
い
る
。

ズ
が
高
い
も
の
と
認
識
し
て
い
る
。

今
後
も
生
活
実
態
を
丁
寧
に
把
握

今
後
も
生
活
実
態
を
丁
寧
に
把
握

し
、
必
要
な
支
援
を
的
確
か
つ
迅
速

し
、
必
要
な
支
援
を
的
確
か
つ
迅
速

に
講
じ
て
い
く
。

に
講
じ
て
い
く
。

世
界
情
勢
に
よ
る
原

世
界
情
勢
に
よ
る
原

油
価
格
の
高
騰
な
ど
、

油
価
格
の
高
騰
な
ど
、

市
民
生
活
の
先
行
き
は
依
然
と
し

市
民
生
活
の
先
行
き
は
依
然
と
し

て
厳
し
い
。
実
態
を
よ
く
把
握
し
、

て
厳
し
い
。
実
態
を
よ
く
把
握
し
、

国
の
補
助
金
も
活
用
し
な
が
ら
ス

国
の
補
助
金
も
活
用
し
な
が
ら
ス

ピ
ー
ド
感
を
持
っ
て
対
応
さ
れ
る

ピ
ー
ド
感
を
持
っ
て
対
応
さ
れ
る

こ
と
を
期
待
す
る
。

こ
と
を
期
待
す
る
。

答 答

答

答

答

問問

問

問

問

鉾田新風会　羽成 洋一議員

公明党鉾田市議団　水上 美智子議員

要
望

要
望

提
言

要
望

提
言
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令
和
８
年
第
１
回
定
例
会　

こ
こ
が
聞
き
た
い
!!　

一
般
質
問

議 員 名 質　問　事　項

土子　勝也

1 農業政策について

2 旭地区の学童通学路について

3 クリーン作戦等について

4 鉾田市消防団について

水上　美智子
1 教育環境の充実について

2 市民生活の安心について

根嵜　　眞

1
巴川河口の拡幅や築堤工事に
ついて

2 郷土を誇れる歴史教育について

3 リハビリ体操の普及について

亀山　　彰
1

鉾田市シルバー人材センター、
健康づくり財団、 社会福祉協
議会と鉾田市の関係について

2 明るい鉾田市について

米川　宗司

1 政策について

2 道路について

3 市消防出初式について

関根　正史

1 水道水の濁り水発生について

2 魅力発信事業について

3 持続可能な農業について

久保田　豊

1
本市のにぎわい創出施策の制
度設計と成果検証について

2
本市のにぎわい創出戦略にお
ける鉾田の夏祭りの位置づけ
について

3
認定こども園の段階的整備に
ついて

議 員 名 質　問　事　項

髙埜　栄治

1
市民のくらし向上ならびに教
育活動の充実のための具体的
DX推進について

2
農業人材育成と鉾田農畜産物
の有利販売への施策づくりに
ついて

3
鉾田市のまちづくり推進に即
した特定財源の確保と活用に
ついて

田口　清一

1
鹿島灘海浜公園の利活用につ
いて

2 旭学区小学校の利活用について

3 新庁舎建設候補地について

4
涸沼 ・ 鹿島灘海岸地区道路に
ついて

高野　　衛

百里基地への長距離射程ミサ
イル配備計画の撤回について

後期高齢者医療の保険料につ
いて

訪問介護事業所への支援の充
実について

鉾田市災害見舞金の拡充につ
いて

検　索鉾田市議会　会議録

鉾田市議会ホームページで

一般質問の会議録を公開しています!

①鉾田市のホームページへアクセス

   「http://www.city.hokota.lg.jp」

②市ガイド内の 「鉾田市議会」 クリック

③会議録をクリック

※今定例会の会議録は6月上旬公開予定です。

また、 各議員の2次元コードを読み込むことで、
一般質問の録画放送を再生できます。

P13

P14

P14

P10

P10

P11

P11

P12

P12

P13

議員が市政全般の現状や方針などを問うもので
す。 ここでは、 一般質問を要約して掲載します !!

？？？ 一般質問とは？一般質問とは？

ここが聞きたい!! 一般質問ここが聞きたい!! 一般質問
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さまざまな環境変化に伴う農業政策について

安心安全な市民生活の確保について

井
戸
水
の
Ｐ
Ｆ
Ｏ
Ｓ
・

井
戸
水
の
Ｐ
Ｆ
Ｏ
Ｓ
・

Ｐ
Ｆ
Ｏ
Ａ
等
に
よ
る

Ｐ
Ｆ
Ｏ
Ａ
等
に
よ
る

飲
料
水
へ
の
影
響
が
あ
る
世

飲
料
水
へ
の
影
響
が
あ
る
世

帯
数
を
伺
う
。
ま
た
、
浄
水

帯
数
を
伺
う
。
ま
た
、
浄
水

器
等
の
早
急
な
支
援
に
つ
い

器
等
の
早
急
な
支
援
に
つ
い

て
の
考
え
を
伺
う
。

て
の
考
え
を
伺
う
。

【
環
境
経
済
部
長
】
こ

【
環
境
経
済
部
長
】
こ

れ
ま
で
の
調
査
で
、

れ
ま
で
の
調
査
で
、

飲
用
指
導
を
行
っ
た
対
象
世

飲
用
指
導
を
行
っ
た
対
象
世

帯
は
６
，５
０
７
世
帯
で
、
そ

帯
は
６
，５
０
７
世
帯
で
、
そ

の
う
ち
上
水
道
加
入
世
帯
は

の
う
ち
上
水
道
加
入
世
帯
は

３
，９
５
３
世
帯
、
未
加
入
世

３
，９
５
３
世
帯
、
未
加
入
世

帯
は
２
，５
５
４
世
帯
で
す
。

帯
は
２
，５
５
４
世
帯
で
す
。

新
年
度
予
算
で
は
、
上
水
道

新
年
度
予
算
で
は
、
上
水
道

加
入
が
困
難
な
地
域
で
、
飲

加
入
が
困
難
な
地
域
で
、
飲

用
に
適
さ
な
い
井
戸
を
使
う

用
に
適
さ
な
い
井
戸
を
使
う

世
帯
を
対
象
に
浄
水
器
購
入

世
帯
を
対
象
に
浄
水
器
購
入

補
助（
補
助
率
２
分
の
１
、
上

補
助（
補
助
率
２
分
の
１
、
上

限限
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万
円
）を
実
施
し
、
安
全

万
円
）を
実
施
し
、
安
全

な
飲
料
水
の
確
保
を
図
り
ま

な
飲
料
水
の
確
保
を
図
り
ま

す
。
飲
料
水
の
適
否
は
大
腸

す
。
飲
料
水
の
適
否
は
大
腸

菌
や
亜
硝
酸
等
の
水
質
調
査

菌
や
亜
硝
酸
等
の
水
質
調
査

で
判
断
し
ま
す
が
、
井
戸
の

で
判
断
し
ま
す
が
、
井
戸
の

維
持
管
理
と
検
査
は
所
有
者

維
持
管
理
と
検
査
は
所
有
者

の
任
意
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

の
任
意
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

予
算
承
認
後
、

予
算
承
認
後
、
55
月
中
に
受

月
中
に
受

付
開
始
を
目
指
し
、
申
請
数

付
開
始
を
目
指
し
、
申
請
数

が
予
算
を
超
え
た
場
合
は
補

が
予
算
を
超
え
た
場
合
は
補

正
予
算
を
検
討
し
ま
す
。

正
予
算
を
検
討
し
ま
す
。

期
日
前
投
票
会
場
と

期
日
前
投
票
会
場
と

し
て
使
用
す
る
ふ
る

し
て
使
用
す
る
ふ
る

里
見
聞
館
の
入
り
口
階
段
に
、

里
見
聞
館
の
入
り
口
階
段
に
、

現
在
現
在
11
か
所
の
手
す
り
が
あ

か
所
の
手
す
り
が
あ

り
ま
す
が
、
市
民
の
安
全
の

り
ま
す
が
、
市
民
の
安
全
の

た
め
、
新
た
に
も
う

た
め
、
新
た
に
も
う
11
か
所
か
所

の
手
す
り
の
設
置
を
検
討
す

の
手
す
り
の
設
置
を
検
討
す

る
考
え
が
あ
る
か
伺
う
。

る
考
え
が
あ
る
か
伺
う
。

【
総
務
部
長
】
ふ
る
里

【
総
務
部
長
】
ふ
る
里

見
聞
館
入
り
口
の
ス

見
聞
館
入
り
口
の
ス

ロ
ー
プ
に
は
既
に
手
す
り
が

ロ
ー
プ
に
は
既
に
手
す
り
が

設
置
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
駐

設
置
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
駐

車
場
か
ら
の
最
短
経
路
は
階

車
場
か
ら
の
最
短
経
路
は
階

段
で
、
特
に
高
齢
者
な
ど
が

段
で
、
特
に
高
齢
者
な
ど
が

安
全
に
利
用
で
き
る
環
境
の

安
全
に
利
用
で
き
る
環
境
の

向
上
が
必
要
と
認
識
し
て
お

向
上
が
必
要
と
認
識
し
て
お

り
ま
す
。
現
場
の
状
況
も
把

り
ま
す
。
現
場
の
状
況
も
把

握
し
て
お
り
、
階
段
を
利
用

握
し
て
お
り
、
階
段
を
利
用

す
る
高
齢
者
の
安
全
確
保
は

す
る
高
齢
者
の
安
全
確
保
は

重
要
で
あ
る
た
め
、
手
す
り

重
要
で
あ
る
た
め
、
手
す
り

設
置
な
ど
の
安
全
対
策
を
前

設
置
な
ど
の
安
全
対
策
を
前

向
き
に
検
討
し
ま
す
。

向
き
に
検
討
し
ま
す
。

22
月月
88
日
の
衆
議

日
の
衆
議

院
議
員
選
挙
で

院
議
員
選
挙
で

は
、
は
、
7070
代
以
上
の
多
く
の
方

代
以
上
の
多
く
の
方

が
利
用
し
て
い
る
こ
と
も
踏

が
利
用
し
て
い
る
こ
と
も
踏

ま
え
、
早
急
な
対
応
を
お
願

ま
え
、
早
急
な
対
応
を
お
願

い
し
ま
す
。

い
し
ま
す
。

ス
マ
ー
ト
農
業
の
普
及

ス
マ
ー
ト
農
業
の
普
及

に
は
高
額
な
費
用
が
必

に
は
高
額
な
費
用
が
必

要
と
な
る
が
、
市
独
自
の
支
援
を

要
と
な
る
が
、
市
独
自
の
支
援
を

検
討
で
き
な
い
か
伺
う
。

検
討
で
き
な
い
か
伺
う
。

【
環
境
経
済
部
長
】ス
マ
ー

【
環
境
経
済
部
長
】ス
マ
ー

ト
農
業
に
取
り
組
む
意

ト
農
業
に
取
り
組
む
意

欲
の
あ
る
生
産
者
に
つ
い
て
は
、

欲
の
あ
る
生
産
者
に
つ
い
て
は
、

国
、
県
等
の
補
助
事
業
に
つ
な

国
、
県
等
の
補
助
事
業
に
つ
な

げ
る
と
と
も
に
、
農
業
機
械
メ
ー

げ
る
と
と
も
に
、
農
業
機
械
メ
ー

カ
ー
な
ど
に
情
報
提
供
や
実
証
実

カ
ー
な
ど
に
情
報
提
供
や
実
証
実

験
が
で
き
る
よ
う
働
き
か
け
る
な

験
が
で
き
る
よ
う
働
き
か
け
る
な

ど
の
支
援
を
行
い
ま
す
。

ど
の
支
援
を
行
い
ま
す
。

　
ま
た
、
農
機
具
の
シ
ェ
ア
リ
ン
グ

　
ま
た
、
農
機
具
の
シ
ェ
ア
リ
ン
グ

に
つ
い
て
は
、研
究
し
て
い
き
ま
す
。

に
つ
い
て
は
、研
究
し
て
い
き
ま
す
。

市
か
ら
の
助
成
制
度

市
か
ら
の
助
成
制
度

に
つ
い
て
検
討
を
進

に
つ
い
て
検
討
を
進

め
て
頂
き
た
い
。

め
て
頂
き
た
い
。

担
い
手
の
農
地
集
積
・

担
い
手
の
農
地
集
積
・

規
模
拡
大
と
耕
作
放
棄

規
模
拡
大
と
耕
作
放
棄

地
を
ど
の
よ
う
に
連
動
さ
せ
て
い

地
を
ど
の
よ
う
に
連
動
さ
せ
て
い

く
の
か
伺
う
。

く
の
か
伺
う
。

【
環
境
経
済
部
長
】
令
和

【
環
境
経
済
部
長
】
令
和

８
年
２
月
よ
り
農
地
等

８
年
２
月
よ
り
農
地
等

マ
ッ
チ
ン
グ
支
援
事
業
を
開
始

マ
ッ
チ
ン
グ
支
援
事
業
を
開
始

し
、
農
地
等
の
情
報
確
保
に
努
め

し
、
農
地
等
の
情
報
確
保
に
努
め

て
い
ま
す
。

て
い
ま
す
。

【
農
業
委
員
会
事
務
局
長
】農
業
委

【
農
業
委
員
会
事
務
局
長
】農
業
委

員
等
と
連
携
し
、
土
地
所
有
者
と

員
等
と
連
携
し
、
土
地
所
有
者
と

の
調
整
を
進
め
、
分
散
し
た
農
地

の
調
整
を
進
め
、
分
散
し
た
農
地

の
集
約
を
進
め
、
生
産
の
向
上
に

の
集
約
を
進
め
、
生
産
の
向
上
に

つ
な
げ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

つ
な
げ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

ま
す
。

近
年
の
記
録
的
な
猛
暑

近
年
の
記
録
的
な
猛
暑

に
対
し
、
遮
熱
材
や
高

に
対
し
、
遮
熱
材
や
高

温
耐
久
性
へ
の
転
換
支
援
な
ど
、

温
耐
久
性
へ
の
転
換
支
援
な
ど
、

農
家
の
所
得
を
守
る
た
め
の
直
接

農
家
の
所
得
を
守
る
た
め
の
直
接

的
な
高
温
対
策
へ
の
支
援
に
つ
い

的
な
高
温
対
策
へ
の
支
援
に
つ
い

て
市
の
考
え
を
伺
う
。

て
市
の
考
え
を
伺
う
。

【
環
境
経
済
部
長
】
農
家
が

【
環
境
経
済
部
長
】
農
家
が

自
ら
の
経
営
方
針
に
合
っ

自
ら
の
経
営
方
針
に
合
っ

た
対
策
を
選
択
し
て
い
た
だ
け
る
よ

た
対
策
を
選
択
し
て
い
た
だ
け
る
よ

う
、情
報
提
供
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

う
、情
報
提
供
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

令
和
７
年
度
は
茨
城
県
の
鉾
田
地

令
和
７
年
度
は
茨
城
県
の
鉾
田
地

域
農
業
改
良
普
及
セ
ン
タ
ー
や
資
材

域
農
業
改
良
普
及
セ
ン
タ
ー
や
資
材

メ
ー
カ
ー
か
ら
協
力
を
い
た
だ
き
、

メ
ー
カ
ー
か
ら
協
力
を
い
た
だ
き
、

ト
マ
ト
の
高
温
と
病
害
虫
の
対
策
に

ト
マ
ト
の
高
温
と
病
害
虫
の
対
策
に

つ
い
て
市
内
３
会
場
で
講
習
会
を
開

つ
い
て
市
内
３
会
場
で
講
習
会
を
開

催
し
ま
し
た
。
参
加
者
か
ら
は
高
温

催
し
ま
し
た
。
参
加
者
か
ら
は
高
温

対
策
以
外
に
も
栽
培
方
法
等
様
々
な

対
策
以
外
に
も
栽
培
方
法
等
様
々
な

内
容
で
実
施
し
て
ほ
し
い
な
ど
の
意

内
容
で
実
施
し
て
ほ
し
い
な
ど
の
意

見
を
い
た
だ
ま
し
た
。

見
を
い
た
だ
ま
し
た
。
こ
の
よ
う

こ
の
よ
う

な
意
見
や
要
望
を
踏
ま
え
、
生
産

な
意
見
や
要
望
を
踏
ま
え
、
生
産

者
に
必
要
と
さ
れ
る
情
報
提
供
や

者
に
必
要
と
さ
れ
る
情
報
提
供
や

講
習
会
等
の
ソ
フ
ト
事
業
を
展
開

講
習
会
等
の
ソ
フ
ト
事
業
を
展
開

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

遮
光
ネ
ッ
ト
に
係
る

遮
光
ネ
ッ
ト
に
係
る

国
県
補
助
金
等
は
あ

国
県
補
助
金
等
は
あ

る
の
か
詳
し
く
伺
う
。

る
の
か
詳
し
く
伺
う
。

【
環
境
経
済
部
長
】
茨
城

【
環
境
経
済
部
長
】
茨
城

県
に
お
い
て
令
和
８
年
度

県
に
お
い
て
令
和
８
年
度

に
高
温
対
策
に
係
る
予
算
が
計
上

に
高
温
対
策
に
係
る
予
算
が
計
上

さ
れ
て
い
ま
す
が
、
詳
細
に
つ
い

さ
れ
て
い
ま
す
が
、
詳
細
に
つ
い

て
は
分
か
り
次
第
周
知
に
努
め
て

て
は
分
か
り
次
第
周
知
に
努
め
て

ま
い
り
ま
す
。

ま
い
り
ま
す
。市

と
し
て
県
の
予
算

市
と
し
て
県
の
予
算

を
確
保
し
て
、
市
民

を
確
保
し
て
、
市
民

に
分
配
で
き
る
よ
う
早
期
に
取
り

に
分
配
で
き
る
よ
う
早
期
に
取
り

組
ん
で
い
た
だ
き
た
い
。

組
ん
で
い
た
だ
き
た
い
。

一
般
質
問　

土
子 

勝
也 

議
員　

／　

水
上 

美
智
子 

議
員

答答

答答

答

答

問問問

問問

再
質
問

土子 勝也

水上 美智子

要
望

要
望

要
望
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鉾
田
市
に
お
け
る
歴
史

鉾
田
市
に
お
け
る
歴
史

教
育
の
現
状
に
つ
い
て

教
育
の
現
状
に
つ
い
て

伺
う
。

伺
う
。【

教
育
部
長
】
本
市
で
は

【
教
育
部
長
】
本
市
で
は

学
校
教
育
と
社
会
教
育

学
校
教
育
と
社
会
教
育

を
連
携
し
、
郷
土
の
歴
史
や
文
化

を
連
携
し
、
郷
土
の
歴
史
や
文
化

財
に
親
し
む
機
会
を
充
実
さ
せ
て

財
に
親
し
む
機
会
を
充
実
さ
せ
て

い
ま
す
。
鉾
田
市
生
涯
学
習
館
と

い
ま
す
。
鉾
田
市
生
涯
学
習
館
と

く
し
ゅ
く
の
杜
は
博
物
館
並
み
の

く
し
ゅ
く
の
杜
は
博
物
館
並
み
の

施
設
で
、
地
域
の
歴
史
資
料
の
収

施
設
で
、
地
域
の
歴
史
資
料
の
収

集
・
展
示
に
力
を
入
れ
、
市
内
小

集
・
展
示
に
力
を
入
れ
、
市
内
小

学
校
児
童
の
見
学
学
習
も
積
極

学
校
児
童
の
見
学
学
習
も
積
極

的
に
受
け
入
れ
て
い
ま
す
。
展
示

的
に
受
け
入
れ
て
い
ま
す
。
展
示

資
料
に
直
接
触
れ
る
体
験
は
児

資
料
に
直
接
触
れ
る
体
験
は
児

童
の
興
味
を
引
き
出
し
効
果
的

童
の
興
味
を
引
き
出
し
効
果
的

で
す
。
さ
ら
に
市
民
学
芸
員
に
よ

で
す
。
さ
ら
に
市
民
学
芸
員
に
よ

る
企
画
展
や
講
演
会
を
通
じ
て
、

る
企
画
展
や
講
演
会
を
通
じ
て
、

地
域
の
歴
史
や
文
化
を
広
く
伝

地
域
の
歴
史
や
文
化
を
広
く
伝

え
、
郷
土
愛
を
育
む
人
材
の
育
成

え
、
郷
土
愛
を
育
む
人
材
の
育
成

に
努
め
て
い
ま
す
。

に
努
め
て
い
ま
す
。

幕
末
の
幕
臣
の
水
野
忠

幕
末
の
幕
臣
の
水
野
忠

徳
公
の
活
躍
に
対
す
る

徳
公
の
活
躍
に
対
す
る

教
育
長
の
見
解
と
、
今
後
の
市

教
育
長
の
見
解
と
、
今
後
の
市

の
取
組
に
つ
い
て
伺
う
。

の
取
組
に
つ
い
て
伺
う
。

【
教
育
長
】
水
野
忠
徳
公

【
教
育
長
】
水
野
忠
徳
公

は
幕
府
の
旗
本
で
幕
末

は
幕
府
の
旗
本
で
幕
末

か
ら
明
治
維
新
に
か
け
て
長
崎

か
ら
明
治
維
新
に
か
け
て
長
崎

奉
行
や
初
代
外
国
奉
行
を
務
め
、

奉
行
や
初
代
外
国
奉
行
を
務
め
、

日
本
海
軍
の
創
設
や
小
笠
原
諸

日
本
海
軍
の
創
設
や
小
笠
原
諸

島
の
領
有
化
な
ど
明
治
の
基
礎

島
の
領
有
化
な
ど
明
治
の
基
礎

を
築
い
た
偉
人
で
す
。
鉾
田
市
に

を
築
い
た
偉
人
で
す
。
鉾
田
市
に

ゆ
か
り
の
あ
る
こ
と
は
重
要
で
、

ゆ
か
り
の
あ
る
こ
と
は
重
要
で
、

子
ど
も
た
ち
に
地
域
の
誇
り
と

子
ど
も
た
ち
に
地
域
の
誇
り
と

し
て
伝
え
る
こ
と
が
大
切
だ
と
考

し
て
伝
え
る
こ
と
が
大
切
だ
と
考

え
て
い
ま
す
。
教
育
委
員
会
で
は

え
て
い
ま
す
。
教
育
委
員
会
で
は

関
係
者
と
連
携
し
勉
強
を
始
め
、

関
係
者
と
連
携
し
勉
強
を
始
め
、

市
民
学
芸
員
や
ゆ
か
り
の
方
々
と

市
民
学
芸
員
や
ゆ
か
り
の
方
々
と

協
力
し
て
周
知
を
進
め
て
ま
い
り

協
力
し
て
周
知
を
進
め
て
ま
い
り

ま
す
。
具
体
的
に
は
、
と
く
し
ゅ

ま
す
。
具
体
的
に
は
、
と
く
し
ゅ

く
の
杜
に
水
野
忠
徳
公
の
功
績

く
の
杜
に
水
野
忠
徳
公
の
功
績

を
紹
介
す
る
コ
ー
ナ
ー
を
設
置

を
紹
介
す
る
コ
ー
ナ
ー
を
設
置

し
、
小
学
校
の
地
域
交
流
室
に
も

し
、
小
学
校
の
地
域
交
流
室
に
も

年
表
や
資
料
を
掲
示
す
る
予
定

年
表
や
資
料
を
掲
示
す
る
予
定

で
す
。

で
す
。

笠
間
市
や
福
島
県
矢

笠
間
市
や
福
島
県
矢

祭
町
、
北
海
道
木
古

祭
町
、
北
海
道
木
古

内
町
な
ど
他
地
域
で
歴
史
的
偉

内
町
な
ど
他
地
域
で
歴
史
的
偉

人
の
功
績
を
地
域
教
育
に
生
か

人
の
功
績
を
地
域
教
育
に
生
か

し
て
い
る
が
、
鉾
田
市
で
も
同
様

し
て
い
る
が
、
鉾
田
市
で
も
同
様

に
水
野
忠
徳
公
の
歴
史
教
育
を

に
水
野
忠
徳
公
の
歴
史
教
育
を

強
化
す
べ
き
と
考
え
ま
す
。
高

強
化
す
べ
き
と
考
え
ま
す
。
高

齢
者
や
子
ど
も
た
ち
が
地
域
の

齢
者
や
子
ど
も
た
ち
が
地
域
の

歴
史
を
学
び
、
誇
り
を
持
つ
こ
と

歴
史
を
学
び
、
誇
り
を
持
つ
こ
と

が
重
要
で
あ
る
と
思
い
ま
す
が

が
重
要
で
あ
る
と
思
い
ま
す
が

見
解
を
伺
う
。

見
解
を
伺
う
。

【
教
育
長
】
歴
史
教
育
は

【
教
育
長
】
歴
史
教
育
は

単
な
る
過
去
の
暗
記
で

単
な
る
過
去
の
暗
記
で

は
な
く
、
過
去
を
通
じ
て
現
代
社

は
な
く
、
過
去
を
通
じ
て
現
代
社

会
を
理
解
し
未
来
を
考
え
る
力

会
を
理
解
し
未
来
を
考
え
る
力

を
育
む
も
の
で
す
。
多
様
な
価
値

を
育
む
も
の
で
す
。
多
様
な
価
値

観
や
他
者
尊
重
の
心
を
養
う
と

観
や
他
者
尊
重
の
心
を
養
う
と

同
時
に
、
地
域
の
歴
史
を
学
ぶ
こ

同
時
に
、
地
域
の
歴
史
を
学
ぶ
こ

と
で
郷
土
へ
の
愛
着
や
誇
り
を
深

と
で
郷
土
へ
の
愛
着
や
誇
り
を
深

め
る
大
切
な
機
会
と
な
り
ま
す
。

め
る
大
切
な
機
会
と
な
り
ま
す
。

今
後
も
知
識
習
得
に
加
え
、
主

今
後
も
知
識
習
得
に
加
え
、
主

体
的
に
考
え
よ
り
よ
い
社
会
づ
く

体
的
に
考
え
よ
り
よ
い
社
会
づ
く

り
を
目
指
す
教
育
と
し
て
推
進

り
を
目
指
す
教
育
と
し
て
推
進

し
て
ま
い
り
ま
す
。

し
て
ま
い
り
ま
す
。

答答

答

問問

再
質
問

一
般
質
問　

根
嵜　

眞 

議
員　

／　

亀
山　

彰 

議
員

郷土を誇れる歴史の教育について

明るい鉾田市について

令
和
８
年
度
予
算
に
お

令
和
８
年
度
予
算
に
お

け
る
「
明
る
い
鉾
田
市
」

け
る
「
明
る
い
鉾
田
市
」

を
つ
く
る
た
め
の
重
要
な
点
、

を
つ
く
る
た
め
の
重
要
な
点
、

施
策
に
つ
い
て
伺
う
。

施
策
に
つ
い
て
伺
う
。

【
市
長
】令
和
８
年
度
予

【
市
長
】令
和
８
年
度
予

算
で
は
「
３
つ
の
つ
く

算
で
は
「
３
つ
の
つ
く

る
」
を
柱
に
９
つ
の
政
策
を
推

る
」
を
柱
に
９
つ
の
政
策
を
推

進
し
、
物
価
高
対
策
と
し
て
水

進
し
、
物
価
高
対
策
と
し
て
水

道
料
金
の
減
免
、
省
エ
ネ
エ
ア

道
料
金
の
減
免
、
省
エ
ネ
エ
ア

コ
ン
の
買
換
え
支
援
、
通
学
支

コ
ン
の
買
換
え
支
援
、
通
学
支

援
を
行
い
ま
す
。
農
林
水
産
業

援
を
行
い
ま
す
。
農
林
水
産
業

や
商
工
業
、
公
共
交
通
事
業

や
商
工
業
、
公
共
交
通
事
業

者
等
へ
の
補
助
も
充
実
さ
せ
、

者
等
へ
の
補
助
も
充
実
さ
せ
、

野
菜
産
出
額
日
本
一
の
当
市

野
菜
産
出
額
日
本
一
の
当
市

を
さ
ら
に
活
力
あ
る
明
る
い

を
さ
ら
に
活
力
あ
る
明
る
い

農
村
と
す
る
こ
と
を
目
指
し

農
村
と
す
る
こ
と
を
目
指
し

ま
す
。

ま
す
。

公
約
実
現
の
た
め

公
約
実
現
の
た
め

ス
ピ
ー
ド
感
を
持
っ

ス
ピ
ー
ド
感
を
持
っ

て
取
り
組
み
、
明
る
い
鉾
田
市

て
取
り
組
み
、
明
る
い
鉾
田
市

の
実
現
に
努
め
て
く
だ
さ
い
。

の
実
現
に
努
め
て
く
だ
さ
い
。

農
業
や
観
光
、
商
工
業

農
業
や
観
光
、
商
工
業

の
活
性
化
を
踏
ま
え
た

の
活
性
化
を
踏
ま
え
た

鉾
田
市
の
Ｐ
Ｒ
方
針
に
つ
い
て

鉾
田
市
の
Ｐ
Ｒ
方
針
に
つ
い
て

伺
う
。

伺
う
。【

市
長
】
Ｐ
Ｒ
方
針
に
つ

【
市
長
】
Ｐ
Ｒ
方
針
に
つ

い
て
は
、
従
来
の
特
産

い
て
は
、
従
来
の
特
産

品
配
布
だ
け
で
な
く
、「
来
て
、

品
配
布
だ
け
で
な
く
、「
来
て
、

見
て
、
触
れ
て
、
感
じ
る
」
体

見
て
、
触
れ
て
、
感
じ
る
」
体

験
型
の
Ｐ
Ｒ
に
切
り
替
え
た
い

験
型
の
Ｐ
Ｒ
に
切
り
替
え
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。
自
然
豊
か

と
考
え
て
い
ま
す
。
自
然
豊
か

な
涸
沼
や
北
浦
、
太
平
洋
の
景

な
涸
沼
や
北
浦
、
太
平
洋
の
景

観
で
の
農
業
体
験
や
ワ
ー
ケ
ー

観
で
の
農
業
体
験
や
ワ
ー
ケ
ー

シ
ョ
ン
、
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト

シ
ョ
ン
、
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト

の
誘
致
に
よ
る
地
域
の
魅
力
発

の
誘
致
に
よ
る
地
域
の
魅
力
発

信
を
強
化
し
、
鉾
田
の
魅
力
を

信
を
強
化
し
、
鉾
田
の
魅
力
を

実
感
し
て
い
た
だ
け
る
施
策
を

実
感
し
て
い
た
だ
け
る
施
策
を

推
進
し
ま
す
。

推
進
し
ま
す
。

市
長
が
全
職
員
に
対
し

市
長
が
全
職
員
に
対
し

て
ど
の
よ
う
な
思
い
を

て
ど
の
よ
う
な
思
い
を

持
っ
て
い
る
か
伺
う
。

持
っ
て
い
る
か
伺
う
。

【
市
長
】職
員
に
対
し
て

【
市
長
】職
員
に
対
し
て

は
、
市
政
を
支
え
る
の

は
、
市
政
を
支
え
る
の

は
職
員
一
人
一
人
の
力
で
あ
り
、

は
職
員
一
人
一
人
の
力
で
あ
り
、

健
康
で
意
欲
的
に
働
け
る
環
境

健
康
で
意
欲
的
に
働
け
る
環
境

づ
く
り
を
最
重
要
課
題
と
考
え

づ
く
り
を
最
重
要
課
題
と
考
え

て
い
ま
す
。
働
き
方
改
革
と
し

て
い
ま
す
。
働
き
方
改
革
と
し

て
人
事
機
能
強
化
、
業
務
の
効

て
人
事
機
能
強
化
、
業
務
の
効

率
化
、
働
き
や
す
い
職
場
環
境

率
化
、
働
き
や
す
い
職
場
環
境

づ
く
り
を
進
め
、
メ
ン
タ
ル
ヘ

づ
く
り
を
進
め
、
メ
ン
タ
ル
ヘ

ル
ス
支
援
や
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
防

ル
ス
支
援
や
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
防

止
に
も
注
力
し
ま
す
。
職
員
の

止
に
も
注
力
し
ま
す
。
職
員
の

声
を
大
切
に
し
、
職
員
と
一
丸

声
を
大
切
に
し
、
職
員
と
一
丸

と
な
っ
て
「
市
民
フ
ァ
ー
ス
ト
」

と
な
っ
て
「
市
民
フ
ァ
ー
ス
ト
」

の
実
現
に
取
り
組
み
ま
す
。

の
実
現
に
取
り
組
み
ま
す
。

激
務
と
組
織
再
編

激
務
と
組
織
再
編

で
大
変
か
と
思
い

で
大
変
か
と
思
い

ま
す
が
、
職
員
が
い
な
け
れ
ば

ま
す
が
、
職
員
が
い
な
け
れ
ば

行
政
も
企
業
も
成
り
立
ち
ま
せ

行
政
も
企
業
も
成
り
立
ち
ま
せ

ん
。
ま
た
、
市
長
の
健
康
管
理

ん
。
ま
た
、
市
長
の
健
康
管
理

も
重
要
で
す
。
早
期
に
信
頼
で

も
重
要
で
す
。
早
期
に
信
頼
で

き
る
補
佐
役
を
見
つ
け
、
市
長

き
る
補
佐
役
を
見
つ
け
、
市
長

の
思
い
を
形
に
す
る
体
制
を
整

の
思
い
を
形
に
す
る
体
制
を
整

え
て
、
明
る
い
農
村
・
鉾
田
市

え
て
、
明
る
い
農
村
・
鉾
田
市

の
実
現
を
お
願
い
し
ま
す
。

の
実
現
を
お
願
い
し
ま
す
。

答

答

答 問

問

問

根嵜　眞

亀山　彰

要
望

要
望
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米
川 

宗
司　

議
員　

／　

関
根 

正
史　

議
員

旭地区で発生した水道水の濁り水事案について

２
月
９
日
か
ら

２
月
９
日
か
ら
1010
日
に
か

日
に
か

け
て
旭
地
区
で
発
生
し
た

け
て
旭
地
区
で
発
生
し
た

水
道
水
の
濁
り
に
つ
い
て
、
発
生

水
道
水
の
濁
り
に
つ
い
て
、
発
生

日
時
・
対
象
世
帯
数
、
原
因
、
及

日
時
・
対
象
世
帯
数
、
原
因
、
及

び
技
術
的
防
止
策
と
県
企
業
局
と

び
技
術
的
防
止
策
と
県
企
業
局
と

の
連
携
状
況
を
伺
う
。

の
連
携
状
況
を
伺
う
。

【
市
長
】
２
月
８
日
深
夜
、

【
市
長
】
２
月
８
日
深
夜
、

県
企
業
局
鹿
行
水
道
事
務

県
企
業
局
鹿
行
水
道
事
務

所
か
ら
旭
配
水
場
へ
送
水
中
の
水

所
か
ら
旭
配
水
場
へ
送
水
中
の
水

道
水
に
濁
り
が
確
認
さ
れ
、
約
３
，

道
水
に
濁
り
が
確
認
さ
れ
、
約
３
，

２
０
０
世
帯
に
影
響
が
あ
り
ま
し

２
０
０
世
帯
に
影
響
が
あ
り
ま
し

た
。
原
因
は
停
電
に
よ
る
送
水
ポ

た
。
原
因
は
停
電
に
よ
る
送
水
ポ

ン
プ
の
一
時
停
止
後
、
復
旧
時
の

ン
プ
の
一
時
停
止
後
、
復
旧
時
の

急
激
な
流
水
変
動
が
原
因
で
す
。

急
激
な
流
水
変
動
が
原
因
で
す
。

【
上
下
水
道
部
長
】
第
１
報
は
２
月

【
上
下
水
道
部
長
】
第
１
報
は
２
月

８
日
午
後
９
時

８
日
午
後
９
時
4040
分
に
企
業
局
か

分
に
企
業
局
か

ら
受
信
し
、
同
日
午
後

ら
受
信
し
、
同
日
午
後
1111
時時
1515
分分

に
現
地
確
認
し
ま
し
た
。
濁
り
は

に
現
地
確
認
し
ま
し
た
。
濁
り
は

旭
区
域
内
広
範
囲
に
及
び
ま
し
た
。

旭
区
域
内
広
範
囲
に
及
び
ま
し
た
。

企
業
局
の
操
作
員
が
マ
ニ
ュ
ア
ル
を

企
業
局
の
操
作
員
が
マ
ニ
ュ
ア
ル
を

熟
知
し
て
お
ら
ず
急
激
な
流
速
変

熟
知
し
て
お
ら
ず
急
激
な
流
速
変

動
を
起
こ
し
た
と
報
告
を
受
け
て

動
を
起
こ
し
た
と
報
告
を
受
け
て

お
り
、
再
発
防
止
の
た
め
企
業
局

お
り
、
再
発
防
止
の
た
め
企
業
局

に
運
転
訓
練
の
実
施
や
送
水
管
内

に
運
転
訓
練
の
実
施
や
送
水
管
内

の
定
期
清
掃
を
要
望
し
て
い
ま
す
。

の
定
期
清
掃
を
要
望
し
て
い
ま
す
。

水
道
水
の
濁
り
発
生
時
の

水
道
水
の
濁
り
発
生
時
の

安
全
確
認
と
収
束
ま
で
の

安
全
確
認
と
収
束
ま
で
の

経
過
、
検
査
範
囲
や
収
束
判
断
基

経
過
、
検
査
範
囲
や
収
束
判
断
基

準
、
健
康
被
害
の
有
無
に
つ
い
て

準
、
健
康
被
害
の
有
無
に
つ
い
て

伺
う
。

伺
う
。【

上
下
水
道
部
長
】
濁
り
は

【
上
下
水
道
部
長
】
濁
り
は

管
内
付
着
物
に
よ
る
も
の

管
内
付
着
物
に
よ
る
も
の

で
健
康
影
響
は
低
く
断
水
せ
ず
対

で
健
康
影
響
は
低
く
断
水
せ
ず
対

応
し
ま
し
た
。
２
月
８
日
午
後
９

応
し
ま
し
た
。
２
月
８
日
午
後
９

時時
4040
分
に
濁
度
上
昇
の
第
１
報
を

分
に
濁
度
上
昇
の
第
１
報
を

受
け
、
９
日
午
前
１
時
に
最
大
濁

受
け
、
９
日
午
前
１
時
に
最
大
濁

度度
4.64.6
度
を
確
認
し
ま
し
た
。
以
降
、

度
を
確
認
し
ま
し
た
。
以
降
、

継
続
的
に
濁
度
測
定
と
排
水
作
業

継
続
的
に
濁
度
測
定
と
排
水
作
業

を
実
施
し
、
９
日
午
後
９
時
に
基

を
実
施
し
、
９
日
午
後
９
時
に
基

準
内
の

準
内
の
0.40.4
度
ま
で
低
下
し
た
こ
と

度
ま
で
低
下
し
た
こ
と

か
ら
、
区
域
全
体
を
カ
バ
ー
し
て
い

か
ら
、
区
域
全
体
を
カ
バ
ー
し
て
い

る
主
要
管
路
９
か
所
で
目
視
検
査

る
主
要
管
路
９
か
所
で
目
視
検
査

を
行
い
ま
し
た
。
収
束
判
断
は
マ

を
行
い
ま
し
た
。
収
束
判
断
は
マ

ニ
ュ
ア
ル
未
整
備
の
た
め
県
企
業
局

ニ
ュ
ア
ル
未
整
備
の
た
め
県
企
業
局

と
連
携
し

と
連
携
し
1212
時
間
以
上
の
経
過
観

時
間
以
上
の
経
過
観

察
を
経
て
判
断
し
ま
し
た
。
健
康

察
を
経
て
判
断
し
ま
し
た
。
健
康

被
害
報
告
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

被
害
報
告
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

水
道
水
濁
り
の
発
生
に
際

水
道
水
濁
り
の
発
生
に
際

し
、
市
民
へ
の
情
報
周
知

し
、
市
民
へ
の
情
報
周
知

方
法
と
そ
の
到
達
状
況
を
伺
い
ま

方
法
と
そ
の
到
達
状
況
を
伺
い
ま

す
。
ま
た
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
使

す
。
ま
た
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
使

わ
な
い
高
齢
者
へ
の
対
応
、
市
民
か

わ
な
い
高
齢
者
へ
の
対
応
、
市
民
か

ら
の
問
い
合
わ
せ
件
数
と
飲
料
水

ら
の
問
い
合
わ
せ
件
数
と
飲
料
水

配
布
状
況
に
つ
い
て
伺
う
。

配
布
状
況
に
つ
い
て
伺
う
。

【
上
下
水
道
部
長
】
防
災
無

【
上
下
水
道
部
長
】
防
災
無

線
、
防
災
メ
ー
ル
、
Ｓ
Ｎ

線
、
防
災
メ
ー
ル
、
Ｓ
Ｎ

Ｓ
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
複
数
回
周

Ｓ
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
複
数
回
周

知
し
、

知
し
、
22
月月
99
日
朝
日
朝
88
時時
4545
分
に
分
に

第第
11
報
を
発
信
し
ま
し
た
。
メ
ー
ル

報
を
発
信
し
ま
し
た
。
メ
ー
ル

登
録
は
約

登
録
は
約
44
割
、
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
は
約

割
、
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
は
約
11

割
で
到
達
率
詳
細
は
不
明
で
す
。
高

割
で
到
達
率
詳
細
は
不
明
で
す
。
高

齢
者
向
け
に
は
防
災
無
線
が
有
効

齢
者
向
け
に
は
防
災
無
線
が
有
効

と
考
え
て
い
ま
す
。
問
い
合
わ
せ
は

と
考
え
て
い
ま
す
。
問
い
合
わ
せ
は

１
４
２
件
、
飲
料
水
は
８
７
４
件
配

１
４
２
件
、
飲
料
水
は
８
７
４
件
配

布
し
ま
し
た
。

布
し
ま
し
た
。今

後
も
県
企
業
局
と

今
後
も
県
企
業
局
と

連
携
し
水
質
管
理
強

連
携
し
水
質
管
理
強

化
と
情
報
発
信
の
多
重
化
に
努
め
、

化
と
情
報
発
信
の
多
重
化
に
努
め
、

到
達
率
検
証
と
再
発
防
止
を
期
待

到
達
率
検
証
と
再
発
防
止
を
期
待

し
ま
す
。

し
ま
す
。

答

答

答 問

問

問

関根 正史

政策について

新
庁
舎
・
公
共
施
設

新
庁
舎
・
公
共
施
設

等
整
備
事
業
に
関
し
、

等
整
備
事
業
に
関
し
、

約約
22
年
半
に
わ
た
る
基
本
構

年
半
に
わ
た
る
基
本
構

想
検
討
委
員
会
や
基
本
計
画

想
検
討
委
員
会
や
基
本
計
画

検
討
委
員
会
、
職
員
、
議
会

検
討
委
員
会
、
職
員
、
議
会

特
別
委
員
会
の
関
与
に
要
し

特
別
委
員
会
の
関
与
に
要
し

た
経
費
総
額
を
伺
う
。

た
経
費
総
額
を
伺
う
。

【
政
策
企
画
部
長
】
新

【
政
策
企
画
部
長
】
新

庁
舎
・
公
共
施
設
整
備

庁
舎
・
公
共
施
設
整
備

事
業
は
令
和

事
業
は
令
和
55
年
度
か
ら
開

年
度
か
ら
開

始
し
、
令
和

始
し
、
令
和
77
年年
1212
月
ま
で

月
ま
で

に
か
か
っ
た
経
費
は
、
職
員
人

に
か
か
っ
た
経
費
は
、
職
員
人

件
費
に
つ
い
て
は
案
分
し
た
参

件
費
に
つ
い
て
は
案
分
し
た
参

考
値
と
な
り
ま
す
が
、
職
員
人

考
値
と
な
り
ま
す
が
、
職
員
人

件
費
が
約

件
費
が
約
11
億
８
８
４
万
円
、

億
８
８
４
万
円
、

契
約
解
約
に
伴
う
損
害
賠
償

契
約
解
約
に
伴
う
損
害
賠
償

金
１
金
１
，，９
４
７
万
円
を
含
む
事

９
４
７
万
円
を
含
む
事

業
費
が
約
２

業
費
が
約
２
，，７
７
６
万
円
、

７
７
６
万
円
、

合
計
で
約

合
計
で
約
11
億
３
億
３
，，６
６
０
万

６
６
０
万

円
で
す
。

円
で
す
。

安
房
地
区
約

安
房
地
区
約
44
町町

歩
の
土
地
購
入
に

歩
の
土
地
購
入
に

計
上
し
て
い
た
予
算
は
ど
の

計
上
し
て
い
た
予
算
は
ど
の

く
ら
い
か
伺
う
。

く
ら
い
か
伺
う
。

【
政
策
企
画
部
長
】
土

【
政
策
企
画
部
長
】
土

地
購
入
費
は
予
算
計

地
購
入
費
は
予
算
計

上
し
て
お
り
ま
せ
ん
。
測
量

上
し
て
お
り
ま
せ
ん
。
測
量

と
不
動
産
鑑
定
費
用
の
み
を

と
不
動
産
鑑
定
費
用
の
み
を

計
上
し
て
い
ま
す
。

計
上
し
て
い
ま
す
。
44
町
歩
町
歩

の
土
地
価
格
に
つ
い
て
は
現

の
土
地
価
格
に
つ
い
て
は
現

時
点
で
具
体
的
な
金
額
は
示

時
点
で
具
体
的
な
金
額
は
示

し
て
い
ま
せ
ん
。

し
て
い
ま
せ
ん
。

新
庁
舎
・
公
共
施
設

新
庁
舎
・
公
共
施
設

等
整
備
事
業
は
鉾
田

等
整
備
事
業
は
鉾
田

市
誕
生
以
来
の
大
プ
ロ
ジ
ェ

市
誕
生
以
来
の
大
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
で
あ
り
、
基
本
構
想
検

ク
ト
で
あ
り
、
基
本
構
想
検

討
委
員
会
に
携
わ
っ
た
職
員

討
委
員
会
に
携
わ
っ
た
職
員

の
皆
さ
ん
が
昼
夜
を
問
わ
ず

の
皆
さ
ん
が
昼
夜
を
問
わ
ず

働
い
て
き
た
中
、
中
止
と
な
っ

働
い
て
き
た
中
、
中
止
と
な
っ

た
が
、
今
後
の
職
員
の
モ
チ

た
が
、
今
後
の
職
員
の
モ
チ

ベ
ー
シ
ョ
ン
に
影
響
が
な
い

ベ
ー
シ
ョ
ン
に
影
響
が
な
い

の
か
伺
う
。

の
か
伺
う
。

【
市
長
】
中
止
と
再
検

【
市
長
】
中
止
と
再
検

討
で
職
員
に
戸
惑
い

討
で
職
員
に
戸
惑
い

は
あ
っ
た
が
、
現
在
は
庁
舎
・

は
あ
っ
た
が
、
現
在
は
庁
舎
・

公
共
施
設
再
編
整
備
事
業
に

公
共
施
設
再
編
整
備
事
業
に

全
力
で
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

全
力
で
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

管
理
職
を
中
心
に
職
員
と
密

管
理
職
を
中
心
に
職
員
と
密

に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

と
り
、
市
の
将
来
の
た
め
に

と
り
、
市
の
将
来
の
た
め
に

努
力
し
て
い
ま
す
。

努
力
し
て
い
ま
す
。

２
年
も
か
け
た
鉾

２
年
も
か
け
た
鉾

田
市
の
将
来
の
ま

田
市
の
将
来
の
ま

ち
づ
く
り
事
業
を
中
止
し
、

ち
づ
く
り
事
業
を
中
止
し
、

賛
成
や
反
対
の
声
も
あ
っ
た

賛
成
や
反
対
の
声
も
あ
っ
た

が
市
民
や
職
員
の
多
様
な
意

が
市
民
や
職
員
の
多
様
な
意

見
を
尊
重
し
、
対
立
や
分
断

見
を
尊
重
し
、
対
立
や
分
断

で
は
な
く
連
帯
と
寛
容
の
精

で
は
な
く
連
帯
と
寛
容
の
精

神
で
、
品
位
と
品
格
を
持
っ

神
で
、
品
位
と
品
格
を
持
っ

て
議
会
と
共
に
市
政
を
進
め

て
議
会
と
共
に
市
政
を
進
め

て
い
た
だ
き
た
い
。

て
い
た
だ
き
た
い
。

答答

答

問問 再
質
問

米川 宗司

意
見

要
望
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一
般
質
問　

久
保
田 

豊　

議
員　

／　

髙
埜 

栄
治　

議
員

認定こども園の段階的整備について

認
定
こ
ど
も
園
整
備
の
子
育
て

認
定
こ
ど
も
園
整
備
の
子
育
て

支
援
政
策
全
体
で
の
位
置
づ
け

支
援
政
策
全
体
で
の
位
置
づ
け

に
つ
い
て
伺
う
。

に
つ
い
て
伺
う
。

【
福
祉
事
務
所
長
】本
市
で
は
認

【
福
祉
事
務
所
長
】本
市
で
は
認

定
こ
ど
も
園
整
備
を
質
の
高
い

定
こ
ど
も
園
整
備
を
質
の
高
い

幼
児
教
育
・
保
育
の
一
体
的
提
供
と
子
育

幼
児
教
育
・
保
育
の
一
体
的
提
供
と
子
育

て
支
援
機
能
強
化
の
中
核
事
業
と
位
置
づ

て
支
援
機
能
強
化
の
中
核
事
業
と
位
置
づ

け
て
い
ま
す
。
子
ど
も
が
健
や
か
に
育
つ

け
て
い
ま
す
。
子
ど
も
が
健
や
か
に
育
つ

環
境
整
備
と
保
護
者
が
安
心
し
て
預
け
ら

環
境
整
備
と
保
護
者
が
安
心
し
て
預
け
ら

れ
る
施
設
再
構
築
が
喫
緊
の
課
題
と
認
識

れ
る
施
設
再
構
築
が
喫
緊
の
課
題
と
認
識

し
て
い
ま
す
。

し
て
い
ま
す
。本

事
業
を
単
な
る
施
設
再
編
で

本
事
業
を
単
な
る
施
設
再
編
で

終
わ
ら
せ
ず
、
人
口
戦
略
や
地

終
わ
ら
せ
ず
、
人
口
戦
略
や
地

域
活
力
向
上
に
ど
う
つ
な
げ
る
の
か
。
ま

域
活
力
向
上
に
ど
う
つ
な
げ
る
の
か
。
ま

た
、
近
隣
自
治
体
と
の
差
別
化
に
つ
い
て

た
、
近
隣
自
治
体
と
の
差
別
化
に
つ
い
て

伺
う
。

伺
う
。

【
福
祉
事
務
所
長
】子
育
て
支
援

【
福
祉
事
務
所
長
】子
育
て
支
援

充
実
は
定
住
・
転
入
促
進
に
必

充
実
は
定
住
・
転
入
促
進
に
必

要
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
ま
す
。
近
隣
市

要
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
ま
す
。
近
隣
市

町
村
の
施
策
や
、
認
定
こ
ど
も
園
の
独
自

町
村
の
施
策
や
、
認
定
こ
ど
も
園
の
独
自

性
を
研
究
し
て
い
き
ま
す
。

性
を
研
究
し
て
い
き
ま
す
。

認
定
こ
ど
も
園
化
で
ど
の
よ
う

認
定
こ
ど
も
園
化
で
ど
の
よ
う

な
機
能
が
向
上
し
ま
す
か
。
特

な
機
能
が
向
上
し
ま
す
か
。
特

に
配
慮
が
必
要
な
児
童
へ
の
対
応
や
地
域

に
配
慮
が
必
要
な
児
童
へ
の
対
応
や
地
域

支
援
拠
点
と
し
て
の
役
割
に
つ
い
て
伺
う
。

支
援
拠
点
と
し
て
の
役
割
に
つ
い
て
伺
う
。

【
福
祉
事
務
所
長
】
教
育
と
保

【
福
祉
事
務
所
長
】
教
育
と
保

育
を
一
貫
し
て
提
供
し
、
安
定

育
を
一
貫
し
て
提
供
し
、
安
定

し
た
集
団
生
活
を
促
進
し
ま
す
。
保
護
者

し
た
集
団
生
活
を
促
進
し
ま
す
。
保
護
者

ニ
ー
ズ
に
柔
軟
対
応
、
未
就
労
家
庭
も
利

ニ
ー
ズ
に
柔
軟
対
応
、
未
就
労
家
庭
も
利

用
可
能
に
し
、
配
慮
児
童
へ
の
保
育
や
地

用
可
能
に
し
、
配
慮
児
童
へ
の
保
育
や
地

域
子
育
て
支
援
拠
点
機
能
も
強
化
し
て
い

域
子
育
て
支
援
拠
点
機
能
も
強
化
し
て
い

き
ま
す
。

き
ま
す
。

小
学
校
と
の
連
携
や
発
達
支
援
体

小
学
校
と
の
連
携
や
発
達
支
援
体

制
を
ど
う
整
備
す
る
か
を
伺
う
。

制
を
ど
う
整
備
す
る
か
を
伺
う
。

【
福
祉
事
務
所
長
】保
育
教
諭
が

【
福
祉
事
務
所
長
】保
育
教
諭
が

児
童
ご
と
の
生
活
・
発
達
状
況

児
童
ご
と
の
生
活
・
発
達
状
況

を
記
録
し
小
学
校
へ
引
継
ぎ
ま
す
。

を
記
録
し
小
学
校
へ
引
継
ぎ
ま
す
。
55
歳歳

児
交
流
や
心
理
士
の
巡
回
、
就
学
時
健
診

児
交
流
や
心
理
士
の
巡
回
、
就
学
時
健
診

で
早
期
発
見
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。
今

で
早
期
発
見
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。
今

後
は
教
育
面
の
連
携
も
深
化
さ
せ
た
い
と

後
は
教
育
面
の
連
携
も
深
化
さ
せ
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

考
え
て
い
ま
す
。

本
市
の
認
定
こ
ど
も
園
の
特
色

本
市
の
認
定
こ
ど
も
園
の
特
色

や
強
み
は
何
か
。
ま
た
、
そ
れ

や
強
み
は
何
か
。
ま
た
、
そ
れ

を
ど
う
発
信
し
て
い
く
の
か
を
伺
う
。

を
ど
う
発
信
し
て
い
く
の
か
を
伺
う
。

【
福
祉
事
務
所
長
】公
立
施
設
と

【
福
祉
事
務
所
長
】公
立
施
設
と

し
て
の
安
心
感
や
質
の
担
保
、

し
て
の
安
心
感
や
質
の
担
保
、

家
庭
で
の
保
育
困
難
ケ
ー
ス
へ
の
対
応
な

家
庭
で
の
保
育
困
難
ケ
ー
ス
へ
の
対
応
な

ど
セ
ー
フ
テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト
機
能
が
強
み
で

ど
セ
ー
フ
テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト
機
能
が
強
み
で

す
。
今
後
、
職
員
と
検
討
し
、
具
体
的
な

す
。
今
後
、
職
員
と
検
討
し
、
具
体
的
な

内
容
を
整
理
し
て
市
内
外
に
Ｐ
Ｒ
し
て
ま

内
容
を
整
理
し
て
市
内
外
に
Ｐ
Ｒ
し
て
ま

い
り
ま
す
。

い
り
ま
す
。第

一
保
育
所
と
新
設
園
の
役
割
分

第
一
保
育
所
と
新
設
園
の
役
割
分

担
と
今
後
の
整
備
計
画
を
伺
う
。

担
と
今
後
の
整
備
計
画
を
伺
う
。

【
福
祉
事
務
所
長
】
令
和
９
年
度

【
福
祉
事
務
所
長
】
令
和
９
年
度

に
第
一
保
育
所
と
鉾
田
幼
稚
園

に
第
一
保
育
所
と
鉾
田
幼
稚
園

を
統
合
し
認
定
こ
ど
も
園
を
設
置
、
先
生
方

を
統
合
し
認
定
こ
ど
も
園
を
設
置
、
先
生
方

に
制
度
に
慣
れ
て
い
た
だ
き
ま
す
。そ
の
後
、

に
制
度
に
慣
れ
て
い
た
だ
き
ま
す
。そ
の
後
、

令
和
令
和
1212
年
度
に
新
設
園
に
移
り
、
最
新
設

年
度
に
新
設
園
に
移
り
、
最
新
設

備
で
質
の
高
い
教
育
・
保
育
を
提
供
し
ま
す

備
で
質
の
高
い
教
育
・
保
育
を
提
供
し
ま
す
。。

統
合
に
伴
う
説
明
や
周
知
、
開

統
合
に
伴
う
説
明
や
周
知
、
開

園
後
の
検
証
、
子
ど
も
た
ち
の

園
後
の
検
証
、
子
ど
も
た
ち
の

フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
を
伺
う
。

フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
を
伺
う
。

【
福
祉
事
務
所
長
】関
係
者
と
意

【
福
祉
事
務
所
長
】関
係
者
と
意

見
交
換
を
重
ね
、
再
編
方
針

見
交
換
を
重
ね
、
再
編
方
針

は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
公
開
・
説
明
会
開
催
で

は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
公
開
・
説
明
会
開
催
で

保
護
者
に
周
知
し
ま
す
。
開
園
後
は
ア
ン

保
護
者
に
周
知
し
ま
す
。
開
園
後
は
ア
ン

ケ
ー
ト
等
で
課
題
を
把
握
し
改
善
し
、
移

ケ
ー
ト
等
で
課
題
を
把
握
し
改
善
し
、
移

行
期
に
は
施
設
見
学
や
体
験
活
動
で
子
ど

行
期
に
は
施
設
見
学
や
体
験
活
動
で
子
ど

も
の
不
安
軽
減
に
努
め
ま
す
。

も
の
不
安
軽
減
に
努
め
ま
す
。

本
事
業
は
単
な
る
施
設
整

本
事
業
は
単
な
る
施
設
整

備
で
は
な
く
、
子
育
て
政

備
で
は
な
く
、
子
育
て
政

策
の
方
向
性
を
示
す
重
要
施
策
で
す
。
子

策
の
方
向
性
を
示
す
重
要
施
策
で
す
。
子

ど
も
の
成
長
と
保
護
者
の
安
心
を
最
優
先

ど
も
の
成
長
と
保
護
者
の
安
心
を
最
優
先

に
、
市
民
が
選
ば
れ
る
ま
ち
の
実
感
を
持

に
、
市
民
が
選
ば
れ
る
ま
ち
の
実
感
を
持

て
る
よ
う
戦
略
的
か
つ
丁
寧
な
運
営
を
強

て
る
よ
う
戦
略
的
か
つ
丁
寧
な
運
営
を
強

く
期
待
し
ま
す
。

く
期
待
し
ま
す
。

答答答答

答答答

問問

問問問

問問

久保田 豊

提
言

農業人材育成ならびに鉾田農畜産物の有利販売への施策づくりについて

経
営
基
盤
整
備
強
化
促
進
法

経
営
基
盤
整
備
強
化
促
進
法

第
一
九
条
第
一
項
規
定
の
地

第
一
九
条
第
一
項
規
定
の
地

域
計
画
に
示
さ
れ
た
地
域
農
業
の
現
状

域
計
画
に
示
さ
れ
た
地
域
農
業
の
現
状

と
課
題
、
将
来
像
、
目
標
等
の
実
践
の

と
課
題
、
将
来
像
、
目
標
等
の
実
践
の

た
め
の
具
体
的
組
織
機
関
、
専
門
家
の

た
め
の
具
体
的
組
織
機
関
、
専
門
家
の

助
言
、
指
導
等
の
推
進
に
つ
い
て
伺
う
。

助
言
、
指
導
等
の
推
進
に
つ
い
て
伺
う
。

【
環
境
経
済
部
長
】
地
域
で
活

【
環
境
経
済
部
長
】
地
域
で
活

躍
・
現
場
を
熟
知
す
る
農
家

躍
・
現
場
を
熟
知
す
る
農
家

等
の
意
見
を
聞
き
取
り
、
協
力
し
な
が

等
の
意
見
を
聞
き
取
り
、
協
力
し
な
が

ら
様
々
な
課
題
解
決
と
農
家
所
得
の
増

ら
様
々
な
課
題
解
決
と
農
家
所
得
の
増

加
を
目
指
し
、
有
利
販
売
に
繋
げ
る
た

加
を
目
指
し
、
有
利
販
売
に
繋
げ
る
た

め
関
係
機
関
と
連
携
し
、
市
場
及
び
小

め
関
係
機
関
と
連
携
し
、
市
場
及
び
小

売
店
に
働
き
か
け
て
い
き
た
い
。

売
店
に
働
き
か
け
て
い
き
た
い
。

一
例
で
あ
る
が
東
京
市
場
に

一
例
で
あ
る
が
東
京
市
場
に

お
い
て
ホ
ウ
レ
ン
ソ
ウ
、
ミ

お
い
て
ホ
ウ
レ
ン
ソ
ウ
、
ミ

ズ
ナ
、
パ
セ
リ
、
ニ
ン
ジ
ン
等
々
本
市

ズ
ナ
、
パ
セ
リ
、
ニ
ン
ジ
ン
等
々
本
市

の
農
産
物
に
つ
い
て
、
一
流
ブ
ラ
ン
ド

の
農
産
物
に
つ
い
て
、
一
流
ブ
ラ
ン
ド

産
地
と
の
格
差
を
認
識
し
て
い
る
の
か

産
地
と
の
格
差
を
認
識
し
て
い
る
の
か

伺
う
。

伺
う
。

【
環
境
経
済
部
長
】
価
格
差
に

【
環
境
経
済
部
長
】
価
格
差
に

つ
い
て
調
査
し
切
れ
て
い
な
い

つ
い
て
調
査
し
切
れ
て
い
な
い

状
況
で
す
。

状
況
で
す
。行

政
は
Ｊ
Ａ
と
は
違
い
統
計

行
政
は
Ｊ
Ａ
と
は
違
い
統
計

資
料
か
ら
鉾
田
市
の
産
地
の

資
料
か
ら
鉾
田
市
の
産
地
の

位
置
づ
け
を
把
握
し
、
ス
ー
パ
ー
の
バ

位
置
づ
け
を
把
握
し
、
ス
ー
パ
ー
の
バ

イ
ヤ
ー
や
量
販
店
等
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー

イ
ヤ
ー
や
量
販
店
等
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
の
構
築
等
が
必
要
で
す
。
鉾
田
の
生

ク
の
構
築
等
が
必
要
で
す
。
鉾
田
の
生

産
の
実
態
、
市
長
の
目
指
す
鉾
田
の
食

産
の
実
態
、
市
長
の
目
指
す
鉾
田
の
食

の
提
供
等
を
と
お
し
て
鉾
田
の
野
菜
を

の
提
供
等
を
と
お
し
て
鉾
田
の
野
菜
を

高
く
売
ろ
う
と
す
る
意
欲
喚
起
を
促
す

高
く
売
ろ
う
と
す
る
意
欲
喚
起
を
促
す

べ
き
と
考
え
る
。

べ
き
と
考
え
る
。

【
環
境
経
済
部
長
】
基
本
は
農

【
環
境
経
済
部
長
】
基
本
は
農

家
要
望
に
対
す
る
伴
走
支
援

家
要
望
に
対
す
る
伴
走
支
援

の
ス
タ
ン
ス
で
あ
る
が
、
ご
指
摘
の
よ

の
ス
タ
ン
ス
で
あ
る
が
、
ご
指
摘
の
よ

う
に
行
政
と
し
て
農
業
振
興
を
リ
ー
ド

う
に
行
政
と
し
て
農
業
振
興
を
リ
ー
ド

し
て
い
く
べ
き
役
割
が
あ
り
ま
す
。
課

し
て
い
く
べ
き
役
割
が
あ
り
ま
す
。
課

題
を
明
確
に
し
て
必
要
に
応
じ
リ
ー
ド

題
を
明
確
に
し
て
必
要
に
応
じ
リ
ー
ド

で
き
る
よ
う
臨
み
た
い
。

で
き
る
よ
う
臨
み
た
い
。

受
け
、
９
日
午
前
１
時
に
最
大
濁

受
け
、
９
日
午
前
１
時
に
最
大
濁

度度
4.64.6
度
を
確
認
し
ま
し
た
。
以
降
、

度
を
確
認
し
ま
し
た
。
以
降
、

継
続
的
に
濁
度
測
定
と
排
水
作
業

継
続
的
に
濁
度
測
定
と
排
水
作
業

を
実
施
し
、
９
日
午
後
９
時
に
基

を
実
施
し
、
９
日
午
後
９
時
に
基

準
内
の

準
内
の
0.40.4
度
ま
で
低
下
し
た
こ
と

度
ま
で
低
下
し
た
こ
と

か
ら
、
区
域
全
体
を
カ
バ
ー
し
て
い

か
ら
、
区
域
全
体
を
カ
バ
ー
し
て
い

る
主
要
管
路
９
か
所
で
目
視
検
査

る
主
要
管
路
９
か
所
で
目
視
検
査

を
行
い
ま
し
た
。
収
束
判
断
は
マ

を
行
い
ま
し
た
。
収
束
判
断
は
マ

ニ
ュ
ア
ル
未
整
備
の
た
め
県
企
業
局

ニ
ュ
ア
ル
未
整
備
の
た
め
県
企
業
局

と
連
携
し

と
連
携
し
1212
時
間
以
上
の
経
過
観

時
間
以
上
の
経
過
観

察
を
経
て
判
断
し
ま
し
た
。
健
康

察
を
経
て
判
断
し
ま
し
た
。
健
康

被
害
報
告
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

被
害
報
告
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

水
道
水
濁
り
の
発
生
に
際

水
道
水
濁
り
の
発
生
に
際

し
、
市
民
へ
の
情
報
周
知

し
、
市
民
へ
の
情
報
周
知

方
法
と
そ
の
到
達
状
況
を
伺
い
ま

方
法
と
そ
の
到
達
状
況
を
伺
い
ま

す
。
ま
た
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
使

す
。
ま
た
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
使

わ
な
い
高
齢
者
へ
の
対
応
、
市
民
か

わ
な
い
高
齢
者
へ
の
対
応
、
市
民
か

ら
の
問
い
合
わ
せ
件
数
と
飲
料
水

ら
の
問
い
合
わ
せ
件
数
と
飲
料
水

配
布
状
況
に
つ
い
て
伺
う
。

配
布
状
況
に
つ
い
て
伺
う
。

【
上
下
水
道
部
長
】
防
災
無

【
上
下
水
道
部
長
】
防
災
無

線
、
防
災
メ
ー
ル
、
Ｓ
Ｎ

線
、
防
災
メ
ー
ル
、
Ｓ
Ｎ

Ｓ
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
複
数
回
周

Ｓ
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
複
数
回
周

知
し
、

知
し
、
22
月月
99
日
朝
日
朝
88
時時
4545
分
に
分
に

第第
11
報
を
発
信
し
ま
し
た
。
メ
ー
ル

報
を
発
信
し
ま
し
た
。
メ
ー
ル

登
録
は
約

登
録
は
約
44
割
、
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
は
約

割
、
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
は
約
11

割
で
到
達
率
詳
細
は
不
明
で
す
。
高

割
で
到
達
率
詳
細
は
不
明
で
す
。
高

齢
者
向
け
に
は
防
災
無
線
が
有
効

齢
者
向
け
に
は
防
災
無
線
が
有
効

と
考
え
て
い
ま
す
。
問
い
合
わ
せ
は

と
考
え
て
い
ま
す
。
問
い
合
わ
せ
は

１
４
２
件
、
飲
料
水
は
８
７
４
件
配

１
４
２
件
、
飲
料
水
は
８
７
４
件
配

布
し
ま
し
た
。

布
し
ま
し
た
。今

後
も
県
企
業
局
と

今
後
も
県
企
業
局
と

連
携
し
水
質
管
理
強

連
携
し
水
質
管
理
強

化
と
情
報
発
信
の
多
重
化
に
努
め
、

化
と
情
報
発
信
の
多
重
化
に
努
め
、

到
達
率
検
証
と
再
発
防
止
を
期
待

到
達
率
検
証
と
再
発
防
止
を
期
待

し
ま
す
。

し
ま
す
。

農
地
の
保
全
な
ら
び
に
農
業

農
地
の
保
全
な
ら
び
に
農
業

経
営
者
、
作
業
従
事
者
、
ス

経
営
者
、
作
業
従
事
者
、
ス

マ
ー
ト
農
業
等
機
器
の
推
進
も
含
め
て

マ
ー
ト
農
業
等
機
器
の
推
進
も
含
め
て

確
保
の
施
策
に
つ
い
て
伺
う
。

確
保
の
施
策
に
つ
い
て
伺
う
。

【
環
境
経
済
部
長
】
本
市
の
農

【
環
境
経
済
部
長
】
本
市
の
農

業
経
営
は
、
労
働
力
不
足
を

業
経
営
は
、
労
働
力
不
足
を

補
う
外
国
人
労
働
者
に
支
え
ら
れ
て
い
る

補
う
外
国
人
労
働
者
に
支
え
ら
れ
て
い
る

が
、
将
来
の
当
該
労
働
者
確
保
は
保
証
が

が
、
将
来
の
当
該
労
働
者
確
保
は
保
証
が

な
い
。
そ
の
た
め
、
ス
マ
ー
ト
農
業
の
活

な
い
。
そ
の
た
め
、
ス
マ
ー
ト
農
業
の
活

用
を
図
る
こ
と
は
労
働
力
不
足
を
補
う
た

用
を
図
る
こ
と
は
労
働
力
不
足
を
補
う
た

め
重
要
な
課
題
と
認
識
し
て
い
る
。
農
業

め
重
要
な
課
題
と
認
識
し
て
い
る
。
農
業

者
個
人
の
経
営
理
念
に
委
ね
ら
れ
る
も
の

者
個
人
の
経
営
理
念
に
委
ね
ら
れ
る
も
の

の
、
農
機
具
メ
ー
カ
ー
等
と
実
証
実
験
が

の
、
農
機
具
メ
ー
カ
ー
等
と
実
証
実
験
が

で
き
る
よ
う
働
き
か
け
持
続
可
能
な
未
来

で
き
る
よ
う
働
き
か
け
持
続
可
能
な
未
来

あ
る
農
業
経
営
の
確
立
に
つ
な
げ
る
よ
う

あ
る
農
業
経
営
の
確
立
に
つ
な
げ
る
よ
う

伴
走
支
援
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

伴
走
支
援
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

将
来
の
暮
ら
し
に
考
慮
し
た
国

将
来
の
暮
ら
し
に
考
慮
し
た
国

の
助
成
制
度
を
利
用
し
た
若
年

の
助
成
制
度
を
利
用
し
た
若
年

層
農
業
者
な
ら
び
に
女
性
農
業
者
の
農
業

層
農
業
者
な
ら
び
に
女
性
農
業
者
の
農
業

者
年
金
の
加
入
促
進
に
つ
い
て
伺
う
。

者
年
金
の
加
入
促
進
に
つ
い
て
伺
う
。

【
農
業
委
員
会
事
務
局
長
】
国

【
農
業
委
員
会
事
務
局
長
】
国

補
助
は
政
策
支
援
加
入
者
で
、

補
助
は
政
策
支
援
加
入
者
で
、

国
民
年
金
第

国
民
年
金
第
11
号
被
保
険
者
、
年
間
農

号
被
保
険
者
、
年
間
農

業
従
事
日
数
が

業
従
事
日
数
が
6060
日
以
上
、

日
以
上
、
2020
歳
以
上

歳
以
上

6565
歳
未
満
、
加
え
て
認
定
農
業
者
、
青

歳
未
満
、
加
え
て
認
定
農
業
者
、
青

色
申
告
者
、
農
業
所
得
が
９
０
０
万
円
以

色
申
告
者
、
農
業
所
得
が
９
０
０
万
円
以

下
で
あ
る
こ
と
等
が
要
件
で
す
。
保
険
料

下
で
あ
る
こ
と
等
が
要
件
で
す
。
保
険
料

の
半
額
等
が
助
成
さ
れ
、

の
半
額
等
が
助
成
さ
れ
、
3535
歳
未
満
は

歳
未
満
は

11
万
円
、

万
円
、
3535
歳
以
上

歳
以
上
1010
年
間
は

年
間
は
66
千
円
千
円

程
度
に
な
り
ま
す
。
Ｊ
Ａ
等
の
協
力
を
得

程
度
に
な
り
ま
す
。
Ｊ
Ａ
等
の
協
力
を
得

て
農
業
委
員
が
加
入
推
進
員
と
な
り
加

て
農
業
委
員
が
加
入
推
進
員
と
な
り
加

入
促
進
に
当
た
っ
て
い
ま
す
。
農
業
所
得

入
促
進
に
当
た
っ
て
い
ま
す
。
農
業
所
得

制
限
や
経
営
継
承
な
ど
の
条
件
が
加
入

制
限
や
経
営
継
承
な
ど
の
条
件
が
加
入

を
拒
ん
で
い
ま
す
。

を
拒
ん
で
い
ま
す
。

【
市
長
】ご
指
摘
の
よ
う
に
要
件

【
市
長
】ご
指
摘
の
よ
う
に
要
件

が
厳
し
く
加
入
が
進
ま
な
い
こ

が
厳
し
く
加
入
が
進
ま
な
い
こ

と
か
ら
、
鉾
田
市
と
し
て
も
国
に
対
し
て

と
か
ら
、
鉾
田
市
と
し
て
も
国
に
対
し
て

改
善
を
訴
え
て
い
き
た
い
。

改
善
を
訴
え
て
い
き
た
い
。

答答答

答 答答

問

問問

問問

髙埜 栄治
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一
般
質
問　

田
口 

清
一　

議
員　

／　

高
野　

衛　

議
員

百里基地への長距離射程ミサイル配備計画の撤回について

防
衛
省
は
２
０
２
５
～

防
衛
省
は
２
０
２
５
～

２
０
２
６
年
度
に
百
里
基

２
０
２
６
年
度
に
百
里
基

地
を
含
む
全
国
６
か
所
に
長
距
離

地
を
含
む
全
国
６
か
所
に
長
距
離

射
程
ミ
サ
イ
ル
を
配
備
す
る
計
画

射
程
ミ
サ
イ
ル
を
配
備
す
る
計
画

を
発
表
し
ま
し
た
。
百
里
基
地
に

を
発
表
し
ま
し
た
。
百
里
基
地
に

は
射
程
約
１
，０
０
０
キ
ロ
超
の
改

は
射
程
約
１
，０
０
０
キ
ロ
超
の
改

良
型
良
型
1212
式
地
対
艦
ミ
サ
イ
ル
が
配

式
地
対
艦
ミ
サ
イ
ル
が
配

備
さ
れ
、
中
国
大
陸
や
台
湾
、
朝

備
さ
れ
、
中
国
大
陸
や
台
湾
、
朝

鮮
半
島
が
射
程
圏
内
と
な
り
ま
す
。

鮮
半
島
が
射
程
圏
内
と
な
り
ま
す
。

こ
の
配
備
は
東
ア
ジ
ア
の
軍
事
的
緊

こ
の
配
備
は
東
ア
ジ
ア
の
軍
事
的
緊

張
を
高
め
、
基
地
周
辺
住
民
の
安

張
を
高
め
、
基
地
周
辺
住
民
の
安

全
を
脅
か
す
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。
百

全
を
脅
か
す
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。
百

里
基
地
へ
の
長
射
程
ミ
サ
イ
ル
配
備

里
基
地
へ
の
長
射
程
ミ
サ
イ
ル
配
備

計
画
の
撤
回
を
国
に
働
き
か
け
て
い

計
画
の
撤
回
を
国
に
働
き
か
け
て
い

た
だ
き
た
い
。
市
の
考
え
を
伺
う
。

た
だ
き
た
い
。
市
の
考
え
を
伺
う
。

【
市
長
】防
衛
政
策
は
国
の

【
市
長
】防
衛
政
策
は
国
の

専
権
事
項
で
あ
る
た
め
、

専
権
事
項
で
あ
る
た
め
、

市
と
し
て
直
接
的
な
働
き
か
け
は

市
と
し
て
直
接
的
な
働
き
か
け
は

難
し
い
と
認
識
し
て
い
ま
す
。
し

難
し
い
と
認
識
し
て
い
ま
す
。
し

か
し
、
市
民
の
不
安
を
払
拭
す
る

か
し
、
市
民
の
不
安
を
払
拭
す
る

た
め
国
へ
の
情
報
提
供
の
徹
底
や

た
め
国
へ
の
情
報
提
供
の
徹
底
や

安
全
対
策
の
強
化
を
求
め
、
近
隣

安
全
対
策
の
強
化
を
求
め
、
近
隣

自
治
体
と
連
携
し
情
報
共
有
を
図

自
治
体
と
連
携
し
情
報
共
有
を
図

り
な
が
ら
対
応
し
て
い
き
ま
す
。

り
な
が
ら
対
応
し
て
い
き
ま
す
。

市
民
の
間
に
は
ミ
サ

市
民
の
間
に
は
ミ
サ

イ
ル
配
備
が
戦
争
準

イ
ル
配
備
が
戦
争
準

備
で
は
な
い
か
と
の
声
も
あ
り
、

備
で
は
な
い
か
と
の
声
も
あ
り
、

計
画
が
十
分
に
知
ら
さ
れ
て
い
ま

計
画
が
十
分
に
知
ら
さ
れ
て
い
ま

せ
ん
。
市
民
へ
き
ち
ん
と
説
明
す

せ
ん
。
市
民
へ
き
ち
ん
と
説
明
す

べ
き
で
は
な
い
の
か
伺
う
。

べ
き
で
は
な
い
の
か
伺
う
。

【
市
長
】防
衛
は
国
の
専
権

【
市
長
】防
衛
は
国
の
専
権

事
項
で
あ
り
、
自
治
体
が

事
項
で
あ
り
、
自
治
体
が

意
見
表
明
す
る
の
は
困
難
で
す
が
、

意
見
表
明
す
る
の
は
困
難
で
す
が
、

国
に
対
し
情
報
提
供
や
安
全
対
策

国
に
対
し
情
報
提
供
や
安
全
対
策

の
徹
底
を
求
め
る
こ
と
は
重
要
で

の
徹
底
を
求
め
る
こ
と
は
重
要
で

す
。
近
隣
自
治
体
や
基
地
所
在
地

す
。
近
隣
自
治
体
や
基
地
所
在
地

の
小
美
玉
市
と
も
連
携
し
、
市
民

の
小
美
玉
市
と
も
連
携
し
、
市
民

の
安
全
・
安
心
確
保
に
努
め
ま
す
。

の
安
全
・
安
心
確
保
に
努
め
ま
す
。

百
里
基
地
は
こ
れ
ま

百
里
基
地
は
こ
れ
ま

で
首
都
圏
防
空
の
役

で
首
都
圏
防
空
の
役

割
と
さ
れ
て
き
ま
し
た
が
、
ミ
サ

割
と
さ
れ
て
き
ま
し
た
が
、
ミ
サ

イ
ル
配
備
に
よ
り
敵
基
地
攻
撃
能

イ
ル
配
備
に
よ
り
敵
基
地
攻
撃
能

力
を
持
つ
軍
事
基
地
へ
変
貌
し
て

力
を
持
つ
軍
事
基
地
へ
変
貌
し
て

い
ま
す
。
こ
れ
は
非
常
に
危
険
な

い
ま
す
。
こ
れ
は
非
常
に
危
険
な

計
画
で
す
。
市
長
は
市
民
の
安
全

計
画
で
す
。
市
長
は
市
民
の
安
全

責
任
者
と
し
て
こ
の
計
画
を
ど
う

責
任
者
と
し
て
こ
の
計
画
を
ど
う

考
え
て
い
る
か
を
伺
う
。

考
え
て
い
る
か
を
伺
う
。

【
市
長
】
百
里
基
地
は
首
都

【
市
長
】
百
里
基
地
は
首
都

防
衛
の
最
前
線
で
あ
り
、

防
衛
の
最
前
線
で
あ
り
、

防
衛
上
の
役
割
を
果
た
し
て
い
ま

防
衛
上
の
役
割
を
果
た
し
て
い
ま

す
。
長
距
離
ミ
サ
イ
ル
が
圧
力
を

す
。
長
距
離
ミ
サ
イ
ル
が
圧
力
を

か
け
る
基
地
で
は
な
い
と
認
識
し
て

か
け
る
基
地
で
は
な
い
と
認
識
し
て

い
ま
す
。
国
土
防
衛
の
気
運
が
高

い
ま
す
。
国
土
防
衛
の
気
運
が
高

ま
る
中
、
自
治
体
と
し
て
は
近
隣

ま
る
中
、
自
治
体
と
し
て
は
近
隣

自
治
体
や
基
地
所
在
地
の
小
美
玉

自
治
体
や
基
地
所
在
地
の
小
美
玉

市
と
協
力
し
、
市
民
の
安
全
・
安

市
と
協
力
し
、
市
民
の
安
全
・
安

心
確
保
に
努
め
る
責
務
が
あ
る
と

心
確
保
に
努
め
る
責
務
が
あ
る
と

考
え
て
い
ま
す
。

考
え
て
い
ま
す
。

防
衛
は
国
の
専
権
事
項
と

防
衛
は
国
の
専
権
事
項
と

言
わ
れ
ま
す
が
、
市
民
の

言
わ
れ
ま
す
が
、
市
民
の

安
全
を
守
る
た
め
、
市
長
と
し
て

安
全
を
守
る
た
め
、
市
長
と
し
て

国
に
対
し
て
言
う
べ
き
こ
と
は
言

国
に
対
し
て
言
う
べ
き
こ
と
は
言

う
責
任
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
近

う
責
任
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
近

隣
自
治
体
と
連
携
し
し
っ
か
り
対

隣
自
治
体
と
連
携
し
し
っ
か
り
対

応
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

応
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

【
市
長
】
ご
指
摘
の
通
り
、

【
市
長
】
ご
指
摘
の
通
り
、

市
民
の
安
全
確
保
は
最
優

市
民
の
安
全
確
保
は
最
優

先
で
あ
り
、
今
後
も
近
隣
自
治
体

先
で
あ
り
、
今
後
も
近
隣
自
治
体

と
連
携
し
て
情
報
共
有
を
進
め
、

と
連
携
し
て
情
報
共
有
を
進
め
、

市
民
の
安
心
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

市
民
の
安
心
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

答答

答答

問

問

高野　衛

鹿島灘海浜公園の利活用について

鹿
島
灘
海
浜
公
園
は

鹿
島
灘
海
浜
公
園
は

鉾
田
に
ぎ
わ
い
祭
り

鉾
田
に
ぎ
わ
い
祭
り

や
メ
ロ
ン
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

や
メ
ロ
ン
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

な
ど
の
会
場
と
し
て
賑
わ
い

な
ど
の
会
場
と
し
て
賑
わ
い

を
創
出
し
て
い
ま
す
が
、
今

を
創
出
し
て
い
ま
す
が
、
今

後
の
さ
ら
な
る
集
客
に
向
け

後
の
さ
ら
な
る
集
客
に
向
け

た
利
活
用
の
考
え
を
伺
う
。

た
利
活
用
の
考
え
を
伺
う
。

【
市
長
】
鹿
島
灘
海
浜

【
市
長
】
鹿
島
灘
海
浜

公
園
は
市
民
の
憩
い

公
園
は
市
民
の
憩
い

の
場
で
あ
り
、
多
く
の
イ
ベ

の
場
で
あ
り
、
多
く
の
イ
ベ

ン
ト
で
集
客
力
に
期
待
し
て

ン
ト
で
集
客
力
に
期
待
し
て

い
ま
す
。
そ
こ
で
、
道
の
駅

い
ま
す
。
そ
こ
で
、
道
の
駅

設
置
に
取
り
組
み
、
駐
車
場

設
置
に
取
り
組
み
、
駐
車
場

や
休
憩
施
設
の
利
便
性
向
上

や
休
憩
施
設
の
利
便
性
向
上

と
地
元
食
材
を
使
っ
た
飲
食

と
地
元
食
材
を
使
っ
た
飲
食

提
供
で
、
さ
ら
な
る
賑
わ
い

提
供
で
、
さ
ら
な
る
賑
わ
い

創
出
を
図
り
ま
す
。

創
出
を
図
り
ま
す
。

道
の
駅
設
置
に
伴

道
の
駅
設
置
に
伴

い
、
特
に
ト
イ
レ

い
、
特
に
ト
イ
レ

不
足
が
課
題
で
す
が
、
ト
イ

不
足
が
課
題
で
す
が
、
ト
イ

レ
増
設
や
駐
車
場
拡
張
に
つ

レ
増
設
や
駐
車
場
拡
張
に
つ

い
て
具
体
的
な
計
画
は
あ
る

い
て
具
体
的
な
計
画
は
あ
る

か
。
ま
た
、
国
や
県
と
連
携

か
。
ま
た
、
国
や
県
と
連
携

し
て
早
期
の
整
備
を
お
願
い

し
て
早
期
の
整
備
を
お
願
い

し
た
い
。

し
た
い
。

【
市
長
】
道
の
駅
の
ト

【
市
長
】
道
の
駅
の
ト

イ
レ
・
駐
車
場
整
備

イ
レ
・
駐
車
場
整
備

は
国
の
補
助
が
あ
り
、
ト
イ

は
国
の
補
助
が
あ
り
、
ト
イ

レ
の
数
や
配
置
に
つ
い
て
は

レ
の
数
や
配
置
に
つ
い
て
は

議
員
の
ご
指
摘
を
踏
ま
え
精

議
員
の
ご
指
摘
を
踏
ま
え
精

査
し
要
望
に
反
映
し
ま
す
。

査
し
要
望
に
反
映
し
ま
す
。

早
期
整
備
に
向
け
て
ス
ピ
ー

早
期
整
備
に
向
け
て
ス
ピ
ー

ド
感
を
持
ち
、
国
県
と
連
携

ド
感
を
持
ち
、
国
県
と
連
携

し
て
進
め
て
い
き
ま
す
。

し
て
進
め
て
い
き
ま
す
。

新
庁
舎
・
公
共
施
設

新
庁
舎
・
公
共
施
設

整
備
で
候
補
地
の
安

整
備
で
候
補
地
の
安

房
南
地
区
の
地
権
者
対
応
に

房
南
地
区
の
地
権
者
対
応
に

つ
い
て
、
説
明
会
の
状
況
や

つ
い
て
、
説
明
会
の
状
況
や

今
後
の
方
針
は
を
伺
う
。

今
後
の
方
針
は
を
伺
う
。

【
市
長
】
昨
年

【
市
長
】
昨
年
1010
～～
1212

月
に
訪
問
や
説
明
会

月
に
訪
問
や
説
明
会

を
実
施
し
、

を
実
施
し
、
1212
月月
2323
日
は
安

日
は
安

房
地
区
公
民
館
で

房
地
区
公
民
館
で
1919
名
が
参

名
が
参

加
し
ま
し
た
。
計
画
中
止
・

加
し
ま
し
た
。
計
画
中
止
・

再
検
討
を
説
明
し
質
疑
応
答

再
検
討
を
説
明
し
質
疑
応
答

を
行
い
ま
し
た
。
意
見
は
賛

を
行
い
ま
し
た
。
意
見
は
賛

否
様
々
で
す
が
、
市
の
説
明

否
様
々
で
す
が
、
市
の
説
明

は
丁
寧
に
行
い
ま
し
た
。

は
丁
寧
に
行
い
ま
し
た
。

庁
舎
整
備
の
土
地

庁
舎
整
備
の
土
地

確
保
に
つ
い
て
市

確
保
に
つ
い
て
市

有
地
を
中
心
に
検
討
す
る
と

有
地
を
中
心
に
検
討
す
る
と

の
こ
と
で
す
が
、
具
体
的
な

の
こ
と
で
す
が
、
具
体
的
な

候
補
地
や
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を

候
補
地
や
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を

明
示
し
、
合
併
特
例
債
期
限

明
示
し
、
合
併
特
例
債
期
限

ま
で
に
計
画
を
進
め
る
考
え

ま
で
に
計
画
を
進
め
る
考
え

を
伺
う
。

を
伺
う
。

【
政
策
企
画
部
長
】
飯

【
政
策
企
画
部
長
】
飯

名
地
区
、
本
庁
舎
周

名
地
区
、
本
庁
舎
周

辺
、
諏
訪
小
な
ど
の
市
有
地

辺
、
諏
訪
小
な
ど
の
市
有
地

を
中
心
に
検
討
し
、

を
中
心
に
検
討
し
、
22
拠
点
拠
点

構
想
を
念
頭
に
早
急
に
進
め

構
想
を
念
頭
に
早
急
に
進
め

ま
す
。
基
本
構
想
の
骨
格
は
４

ま
す
。
基
本
構
想
の
骨
格
は
４

月
末
に
示
し
、
９
月
ま
で
に
策

月
末
に
示
し
、
９
月
ま
で
に
策

定
予
定
で
す
。
特
例
債
の
期

定
予
定
で
す
。
特
例
債
の
期

限
を
意
識
し
、
無
駄
な
く
速

限
を
意
識
し
、
無
駄
な
く
速

や
か
な
進
行
を
目
指
し
ま
す
。

や
か
な
進
行
を
目
指
し
ま
す
。

答答

答答

問

問

再
質
問

再
質
問

田口 清一

再
質
問

再
質
問
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令
和
８
年
度
予
算
特
集　

予
算
特
別
委
員
会　

主
な
討
論　

／　

令
和
８
年
度
予
算
特
集　

予
算
特
別
委
員
会
分
科
会　

主
な
質
疑

主
な
質
疑

移
住
定
住
促
進
事
業
に
つ
い
て

前
年
比
減
額
の
要
因
は
。

主
な
減
額
要
因
は
、「
若
者
Ｕ
Ｉ
Ｊ
タ
ー
ン
促
進
事
業
助
成
金
」

が
８
５
０
万
円
の
減
額
と
な
っ
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
す
。

一
方
で
、
新
規
事
業
と
し
て「
同
窓
会
開
催
支
援
補
助
金
」で

１
０
０
万
円
、
補
助
金
の
拡
充
と
し
て
「
地
方
就
職
学
生
支

援
事
業
」で
66
万
円
の
増
額
と
な
り
ま
す
が
、
全
体
と
し
て
は

減
額
と
な
り
ま
し
た
。

学
校
跡
地
利
活
用
事
業
に
つ
い
て

減
額
の
内
容
と
更
地
後
の
土
地
の
維
持
管
理
は

旧
小
学
校
の
公
募
に
伴
う
不
動
産
鑑
定
業
務
や
用
地
測
量
委

託
料
が
減
額
と
な
っ
て
お
り
、
ま
た
、
学
校
跡
地
の
維
持
管
理

に
つ
い
て
は
、職
員
の
直
営
及
び
業
務
委
託
で
対
応
予
定
で
す
。

庁
舎·

公
共
施
設
再
編
整
備
事
業
に
つ
い
て

前
計
画
か
ら
の
見
直
し
と
、
ビ
ジ
ョ
ン
は
。

前
計
画
の
「
公
共
施
設
の
集
約
化·

複
合
化
の
あ
り
方
」、「
建

設
候
補
地
」、「
建
物
の
規
模
」、「
事
業
費
」な
ど
を
中
心
に
見

直
し
を
図
り
、
４
月
を
目
途
に
基
本
構
想
の
骨
格
を
策
定
し
、

そ
の
後
、
骨
格
を
も
と
に
、
市
民
の
方
と
の
意
見
交
換
会
を

予
定
し
て
い
ま
す
。
な
お
、
整
備
に
あ
た
っ
て
は
、
２
拠
点

化
と
い
う
形
で
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

総
務
企
画
分
科
会

【３
月
13
日
】

答答答 問問問

　
３
月
23
日
に
行
わ
れ
た
予
算
特
別
委
員
会
で
は
、

各
分
科
会
で
審
査
さ
れ
た
議
案
の
審
査
経
過
が
報

告
さ
れ
、そ
の
報
告
に
対
す
る
質
疑
を
行
い
ま
し
た
。

　
続
く
議
員
間
討
議
で
は
、
４
つ
の
議
題
が
提
起

さ
れ
ま
し
た
。

　
１
つ
目
の
「
新
庁
舎
・
公
共
施
設
再
編
整
備
の

二
拠
点
化
に
伴
う
各
施
設
・
機
能
の
組
み
合
わ
せ

及
び
建
設
候
補
地
に
つ
い
て
」
で
は
、
市
有
地
の

優
先
活
用
と
文
化
施
設
の
集
約
、
防
災
拠
点
機
能

を
持
つ
施
設
を
二
拠
点
で
整
備
す
べ
き
と
の
意
見

が
出
さ
れ
ま
し
た
。
一
方
、
災
害
時
を
想
定
し
免

震
構
造
を
備
え
た
一
拠
点
で
の
整
備
を
望
む
意
見

も
あ
り
ま
し
た
。

　
２
つ
目
の「
大
竹
海
岸
の
対
策
に
つ
い
て
」で
は
、

持
続
可
能
な
海
岸
利
用
の
た
め
に
浸
食
対
策
と
環

境
保
全
策
を
講
じ
る
ほ
か
、
鹿
島
灘
海
浜
公
園
と

連
携
し
た
海
を
望
む
道
の
駅
の
整
備
で
相
乗
効
果

と
集
客
力
向
上
が
期
待
で
き
る
と
の
意
見
が
あ
り

ま
し
た
。

　
３
つ
目
の
「
認
定
こ
ど
も
園
に
つ
い
て
」
で
は
、

少
子
化
を
見
据
え
既
存
施
設
の
有
効
活
用
を
求
め

る
意
見
と
、
新
設
検
討
時
に
は
十
分
な
情
報
共
有

を
行
い
、
施
設
配
置
や
運
営
方
針
を
決
定
す
べ
き

と
の
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

　
４
つ
目
の
「
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
に
つ
い
て
」
で

は
、
学
校
隣
接
地
へ
の
設
置
を
基
本
条
件
と
し
、
利

用
児
童
数
が
多
い
学
校
で
は
民
間
利
用
も
含
め
た

選
択
肢
を
検
討
す
べ
き
と
の
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
採
決
が
行
わ
れ
、
議
案
第
１
号
は
全

会
一
致
で
可
決
、
議
案
第
２
号
か
ら
第
４
号
は
賛

成
多
数
で
可
決
、
議
案
第
５
号
及
び
第
６
号
は
全

会
一
致
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　
予
算
特
別
委
員
会
は
、
常
任
委
員
会
ご
と
に

分
科
会
を
設
置
し
、
集
中
審
議
を
行
い
ま
し
た
。

○
分
科
会
と
は

　
予
算
・
決
算
特
別
委
員
会
に
お
い
て
、
審
査

の
能
率
向
上
を
図
り
、
詳
細
な
検
討
を
行
う
た

め
に
設
置
す
る
も
の
。

○
流
れ

本
会
議　
予
算
特
別
委
員
会
へ
議
案
を
付
託

↓予
算
特
別
委
員
会

　
分
科
会
設
置

総
務
企
画
分
科
会

経
済
建
設
分
科
会　
所
管
事
項
の
審
査

厚
生
文
教
分
科
会　

↓予
算
特
別
委
員
会 （
全
体
会
）

　
分
科
会
長
か
ら
の
報
告
、
質
疑
、

　
議
員
間
討
議
、
討
論
、
採
決

本
会
議　
委
員
長
報
告
、
討
論
、
採
決

 

予
算
特
別
委
員
会 

　
　
　
　
　
委
員
長　
　
根
嵜　
眞

委
員
構
成　
副
委
員
長　
亀
山　
彰

　
　
　
　
　
委　
員　
　
議
長
を
除
く
議
員

3月12日設置

全 

体 

会
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令
和
８
年
度
予
算
特
集　

予
算
特
別
委
員
会
分
科
会　

主
な
質
疑

主
な
質
疑

主
な
質
疑

水
道
基
本
料
金
減
免
事
業
に
つ
い
て

水
道
料
金
等
の
３
カ
月
減
免
に
関
し
、
現
在
２
カ
月
分
の
集
金
だ
が
事
務

的
に
可
能
な
の
か
。
市
民
へ
の
周
知
方
法
に
つ
い
て
。

３
カ
月
減
免
の
事
務
手
続
き
は
可
能
で
あ
り
、
市
民
周
知
は
検
針
票
と
併

せ
て
周
知
文
書
を
投
函
す
る
。

持
続
的
農
業
確
立
推
進
事
業
に
つ
い
て

持
続
的
農
業
確
立
推
進
事
業
の
減
額
理
由
に
つ
い
て
。

廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
対
策
協
議
会
処
理
対
策
事
業
負
担
金
に
お
い
て
、
環
境

負
荷
の
軽
減
と
し
て
、
農
家
の
方
々
の
協
力
の
も
と
適
正
に
処
理
す
る
こ

と
に
よ
り
、
約
１
，５
０
０
万
円
の
減
額
、
併
せ
て
基
幹
作
物
生
産
振
興
と

し
て
平
成
19
年
か
ら
助
成
し
て
い
た
フ
ス
マ
の
補
助
金
に
つ
い
て
、
一
定
の

周
知
が
図
ら
れ
た
こ
と
と
補
助
を
利
用
す
る
農
業
者
も
限
定
さ
れ
公
平
性

に
欠
け
る
こ
と
か
ら
１
，０
０
０
万
円
ほ
ど
の
減
額
を
行
っ
た
。

生
分
解
性
マ
ル
チ
活
用
推
進
事
業
に
つ
い
て

生
分
解
性
マ
ル
チ
活
用
推
進
事
業
補
助
金
の
概
要
に
つ
い
て
。

予
算
規
模
は
60
万
円
で
面
積
は
３
ｈ
ａ
ま
で
と
し
、
補
助
金
額
は
１
ｍ
あ

た
り
20
円
を
補
助
す
る
も
の
、
ま
た
今
後
の
計
画
と
し
て
は
令
和
８
年
度

の
目
標
面
積
を
３
ｈ
ａ
と
し
た
が
、
５
年
間
で
21
ｈ
ａ
ま
で
拡
大
す
る
予
定

で
あ
る
。

の
び
の
び
児
童
生
徒
推
進
事
業
に
つ
い
て

校
内
フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
相
談
員
及
び
支
援
員
の
配
置
と
報
酬
に
つ
い
て
。

旭
中
学
校
、
鉾
田
北
中
学
校
、
鉾
田
南
中
学
校
に
教
員
免
許
を
有
す
る
相

談
員
を
、
大
洋
中
学
校
に
は
支
援
員
を
1
名
ず
つ
配
置
す
る
。
人
件
費
約

９
３
０
万
円
に
つ
い
て
は
、
最
大
４
４
５
万
円
の
補
助
金
の
活
用
を
見
込
ん

で
い
る
。

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
に
つ
い
て

外
国
人
の
対
応
に
つ
い
て
。

保
険
年
金
課
・
収
納
課
・
税
務
課
・
市
民
課
で
対
策
を
協
議
し
、
外
国
人

を
受
け
入
れ
て
い
る
監
理
団
体
に
協
力
依
頼
を
行
う
と
と
も
に
、
外
国
人

向
け
の
国
民
健
康
保
険
制
度
の
案
内
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
作
成
し
、
転
入
手

続
き
の
際
に
配
布
す
る
。
出
入
国
在
留
管
理
庁
と
の
情
報
連
携
の
た
め
の

シ
ス
テ
ム
を
改
修
を
し
、
在
留
資
格
の
更
新
手
続
き
の
強
化
に
努
め
る
。

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
運
営
事
業
に
つ
い
て

委
託
の
入
札
に
つ
い
て
。

公
募
型
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
方
式
を
実
施
し
、
支
援
員
の
交
替
で
子
ど
も
た
ち

が
戸
惑
わ
ず
安
心
し
て
利
用
で
き
る
よ
う
、
契
約
期
間
を
2
年
か
ら
3
年

に
変
更
し
た
。

経
済
建
設
分
科
会

厚
生
文
教
分
科
会

【３
月
16
日
】

【３
月
17
日
】

答

答

答

答

答

答

問

問

問

問

問

問
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令
和
８
年
第
１
回
臨
時
会 

主
な
日
程 

／ 

概
要 

／ 

提
出
議
案
と
審
議
結
果
／
注
目
議
案
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ

１
月
28
日（
水
）本
会
議

　
　
　
　
　
　
・開
会

　
　
　
　
　
　
・会
議
録
署
名
議
員
の
指
名

　
　
　
　
　
　
・会
期
の
決
定

　
　
　
　
　
　
・諸
般
の
報
告

　
　
　
　
　
　
・行
政
報
告・市
長
提
出
議
案

　
　
　
　
　
　

 

説
明・質
疑・討
論・採
決

　
　
　
　
　
　

 （
議
案
第
１
号
及
び
第
２
号
）

　
　
　
　
　
　
・議
員
派
遣
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
・閉
会

　
令
和
８
年
第
１
回
臨
時
会
は
、
１
月
28
日

の
１
日
間
の
会
期
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　
議
案
は
、
市
長
か
ら
令
和
7
年
度
鉾
田
市

一
般
会
計
補
正
予
算
（
議
案
第
１
号
）
と
令

和
7
年
度
鉾
田
市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
議

案
第
２
号
）
に
つ
い
て
計
２
件
が
提
出
さ
れ
、

審
議
を
行
い
ま
し
た
。

　
今
臨
時
会
に
提
出
さ
れ
た
全
て
の
議
案
は
、

全
会
一
致
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

令
和
８
年
第
１
回
臨
時
会

主 な 日 程概 　 要

全会⼀致で可決した議案等
会議名 議　　　案　　　等
第
１
回
臨
時
会

第１号 専決処分の承認について
令和７年度鉾田市一般会計補正予算（第12号）

第２号 令和７年度鉾田市一般会計補正予算（第13号）

市長提出議案

概要はこちら

議案第2号 令和7年度鉾田市一般会計補正予算（第13号）

国の『「強い経済」を実現する総合経済対策』に伴う物価高騰に対する支援を実施します。

物価高対応子育て応援手当支給事業【国事業】
事業費：108,719千円(全額国補助)

対　象：児童手当支給対象児童
　　　　�（令和8年3月31日までに生まれた

新生児を含む）
内　容：児童１人あたり20,000円を給付

低所得の子育て世帯応援特別給付金支給事業【県事業】
事業費：40,066千円(全額県補助)

対　象：�低所得の子育て世帯及びひとり親世帯

内　容：児童１人あたり50,000円を給付

物価高騰対応重点支援地方創生臨時交付金事業【市事業】
事業費：253,274千円(うち203,917千円が交付金)

対　象：�令和8年2月1日現在で鉾田市の住
民基本台帳に登録のある方

内　容：�市民１人あたり5,000円を給付

対　象：�市内の福祉・介護事業所等、保育所等
内　容：�利用者数や１事業所ごとに支援金を給付
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 委 員 会 活 動 報 告  
百里基地・茨城空港に関する調査特別委員会視察研修（令和８年１月14日～１月15日）

厚生文教常任委員会視察研修（令和8年2月2日～2月4日）

目　的　�ジェット戦闘機及び航空機騒音による生活環境への影響や市民の不安解消に向けた関係
機関への要望活動、適時適切な情報の開示，住民生活の安心・安全の確保と福祉の向上

目　的　�少子高齢化の進行、地域コミュニティの希薄化、文化資源の継承と活用といった課題
に対応する先進的施策について調査研究を深め、今後の本市施策の参考とすること

航空自衛隊築城基地

桜井市まほろばセンター

福岡県行橋市役所

茨木市文化・子育て複合施設　おにクル

大和郡山市役所　まちづくり戦略課　
郡山城跡公園

福岡県
築上町

奈良県
桜井市

福岡県
行橋市

大阪府
茨木市

奈良県
大和郡山市

　航空自衛隊築城基地は約1,500名の自衛官が勤務し、Ｆ- ２戦闘機を主力に防空行動や領空
侵犯対応、地上・海上支援を担う第８航空団飛行群や、ＰＡＣ３による飛行体撃墜任務の第２
高射群第７高射隊など多様な部隊が所在します。視察では基地司令と南西方面防空や危機管
理について懇談し、基地の歴史・任務や緊急発進状況の説明を受けました。基地と地域の共生
を促進する協賛会の活動や騒音は周防灘への発着により大きな問題はないとの説明も受けまし
た。現役パイロットからＦ- ２戦闘機の操縦や対峙体験の話も伺い、隊員の高い専門性と使命
感を実感しました。今後も地域の安全確保と騒音抑制に努め、防空体制の維持を期待します。

　桜井市のまほろばセンターは、赤ちゃんから小学生までが遊びや交流、体力づくりを楽し
める場として整備されました。百貨店跡地を再整備し、民間委託で安全に運営し、子ども広
場ではスポーツメーカーならではの設備が充実していました。子育て支援の「ドレミの広場」
では相談や一時預かりを実施し、就労支援にも貢献していました。市民活動交流拠点や歴史
文化発信の場も備え、市民と協働した運営が特徴でした。健康ステーションでは40歳以上に
活動量計の貸出や健康チェックを行い、年間4万人超の利用実績を誇っておりました。

　行橋市は福岡県北東部に位置し、豊かな自然と発展する産業を有するまちです。築城基
地に関しては、市独自の騒音測定を行い、そのデータを公開・活用して騒音対策に努めて
いました。平成31年から令和7年までに6件の戦闘機事故が発生し、市は安全対策の強化を
要望しました。また、基地訓練の安全確保や綱紀粛正について九州防衛局への要望活動を
継続しました。住民からの騒音苦情には迅速に対応し、防音工事未施工の住宅には説明も
行っています。隣接する築上町・みやこ町と連携し、各議会の基地対策特別委員会が防衛
大臣への要望活動を毎年実施しており、地域全体で基地問題の解決に取り組んでいました。

　子育て支援と文化機能を融合した複合施設「おにクル」を視察しました。螺旋状の設計
で各階を巡りながら自然な交流が生まれます。図書館は子ども向けの座席やテーマ別の
書籍配置が特徴で、施設内を自由に本を持ち歩ける配慮がありました。１階多目的ホー
ルでは市民が企画した展示やイベントが活発に行われ、行政と市民が協働で施設を育
てる仕組みが制度化されていました。地域と共に歩む新しい公共空間の好例でした。

　大和郡山市は、郡山城跡をはじめとする文化財を保存だけでなく観光や教育、地域
振興と連携し、持続可能なまちづくりの核としています。石垣の修復や見晴台の設置、
出土品の展覧会開催を通じて、住民参加による郷土愛と地域力向上を図っていました。
行政は企画政策課、都市計画課、商工観光課が連携し、文化財の「守る」から「活かす」
への転換を進めており、地方都市の未来に示唆を与えていました。
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 委 員 会 活 動 報 告  
原子力施設の安全に関する調査特別委員会視察研修（令和８年２月13日～２月14日）

議会運営委員会視察研修（令和８年２月16日～２月17日）

目　的　�我が国の原子力政策の現状､ 安全対策の進捗状況､ 並びに福島第一原子力発電所
事故後の対応状況を把握するため

目　的　�議会運営等に関する先進的な取組みを調査研究し、本議会運営に反映させ、より
開かれた議会を実現するため

日本原子力研究開発機構大洗原子力工学研究所

日本原子力発電　東海第二発電所

福島第一原子力発電所

北海道沼田町役場

茨城県
大洗町

茨城県
東海村

福島県
大熊町

北海道
沼田町

　日本原子力研究開発機構大洗原子力工学研究所の照射燃料集合体試験施
設を視察しました。同施設では、福島第一原発事故で発生した燃料デブリ
の分析研究を推進。複雑な性状を持つデブリの模擬試料作製や遠隔操作設
備、放射性物質の封じ込め対策が進められていました。微量試料の高精度
解析技術も向上し、取り出し作業や最終処分の基礎データが蓄積されてい
ました。一方で、多様なデブリの位置や状態に対応する取り出し工法の確
立には依然技術的課題が残っているとの説明を受けました。

　日本原子力発電の東海第二発電所を視察し、安全対策工事の進捗を確認
しました。津波防護堤は想定最大津波を上回る高さの20ｍありさらに地下
60ｍまで杭を打ち込み、耐震・止水性を確保していました。非常用電源の
高所配置やフィルタ付ベント設備も整備中でした。周辺住宅の安全確保に
は、実効的な避難計画や自治体連携、住民理解の促進が不可欠と認識しま
した。今後は既存施設の対策強化や廃止措置の着実な推進、研究機能の高
度化と人材育成が求められます。国の責任ある支援と地域との信頼構築が
重要だと学びました。

　福島第一原子力発電所を視察し、廃炉作業の進捗を確認しました。処理
水の海洋放出は国の方針に基づき科学的根拠と国際基準を満たして実施し
ていました。燃料取り出しや多核種除去設備（ALPS）による汚染水浄化、地
下水組み上げ、陸側・海側遮水壁設置など対策も進められていました。長
期ロードマップに沿った廃炉作業は数十年を要し、技術的課題や作業員の
安全、財源確保、地域住民への丁寧な説明と継続的なモニタリングが不可
欠と認識しました。

  沼田町議会の視察では、議会傍聴環境の整備やペーパレス化が進み、傍
聴席付近に大型モニターを設置し、議員がタブレットで資料を共有してい
ました。令和4年12月から本会議のYouTubeライブ配信も開始されました。
中学生議会は子どもたちの政治参加を促進し、町長が答弁する対応し、生
成AI活用で広報誌編集の効率化を図る一方、著作権侵害やフェイク情報な
ど課題も認識していました。町民との対話を深める議会カフェや懇話会も
活発です。これらの取組みは本市議会の透明性向上や住民参加促進に大い
に参考となりました。



議会を傍聴してみませんか!
次回の定例会は

66月月44日日㈭㈭〜〜
開会は午前10時です

事前の予約は不要ですので、市役所３階事務局前

にお越しいただき、傍聴の受付をしてください。

※日程は変更になる場合があります。

令和8年第2回定例会の予定

日 月 火 水 木 金 土

5/31 6/1 2 3 4

開会日

5 6

7 8 9

一般質問

10

一般質問

11

一般質問
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常任
委員会

13

14 15

常任
委員会

16

常任
委員会

17 18 19

閉会日

20

21 22 23 24 25 26 27

28 29 30 7/1 2 3 4

※日程は変更になる場合があります。

令和8年第1回定例会延べ傍聴者数	 44名
議会映像配信視聴数	 579アクセス
	 （令和8年3月2日～令和8年3月25日）
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  ■その他、市議会についてのご意見
　・市議さんは自分の地域をよく見守りし住民の声を実行してください。
　・鉾田市内の繁華街のゴーストタウン化を改善する施策を検討していただきたい。
　・議員さん達は住民の声を(問題点などを)どのように聞いているのでしょうか？
　・�動議の内容は本来、本会議ではなく議員の会議で行うものではないのか？鉾田市議会のレベルが測ら　　
れるのではないか？市政のあり方についての議論を聴かせてもらいたかった。

　・市全体が良くなるように市民のため一体となって働いて頂きたい。
　・傍聴者が多かった。議会への期待の表れか。

　傍聴者のみなさまに「鉾田市議会に関するアンケート」のご協力をお願いいたしました。その結果　
20名の方からご意見をいただくことができました。下記にアンケート結果の抜粋を掲載いたします。

今後も市民に開かれた議会を目指すため実施する予定ですので、みなさまの
議会に対する声をお聞かせください。
アンケートにご協力いただきありがとうございました！！

議員の発言について 執行部の発言について 議会・議員に期待すること

あまり理解あまり理解
できなかったできなかった

6%6%

あまり理解あまり理解
できなかったできなかった
11%11%理解できなかった理解できなかった

12%12%

理解できなかった理解できなかった
6%6%理解できた理解できた

12%12%未回答未回答
12%12%

未回答未回答
6%6%

未回答未回答
5%5%

理解できた理解できた
17%17%

概ね理解できた概ね理解できた
53%53%

概ね理解できた概ね理解できた
61%61% 政策提言政策提言

38%38%

議員の政治姿勢議員の政治姿勢
24%24%

行政のチェック行政のチェック
32%32%

鉾 田 市 議 会 に 関 す る

ア ン ケ ー ト 結 果

【複数回答可】　


